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秋田県には豊かな自然のもとに先人たちが築きあげた歴史があり、

埋蔵文化財もその歴史遺産のひとつであります。それは、現代に生

きる私たちに託されたものであり、損なう事なく未来へと伝えてい

くべきものであります。

平成 3年度から大館市で施工された曲目地区農免農道整備事業に

伴い、本教育委員会では路線にかかる 6遺跡の発掘調査を実施して

まし1りましfこO

最終年度に当たる今年度は、寒沢遺跡の発掘調査を実施して記録

保存することになりました。

その結果、縄文時代早期@中期@後期の遺構と遺物が発見され、調

査した区域は台地に広がる集落跡、の一部であることが明らかになり

ました。特に早期の尖底土器は、当該時期の資料の少ない本県にとっ

て貴重な資料であり、中でも片口付尖底土器は日本最古のものであ

ります。

はこの成果をまとめたものでありますが、埋蔵文化財に対

するご理解と歴史研究のうえでいささかでも役立てば幸いと存じま

す。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御指導、ご協力くだ

さいました秋田県農政部北秋田農林事務所@大館市教育委員会@比内

町教育委員会ならびに関係各位に対し厚く御礼申し上げます。

7年 3月

教育長棺本顕信
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1. 本報告書は、出回地区農免農道整備事業に係る寒沢遺跡の発掘調査報告書であるO

2. 本報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行25，000分の1r扇回Jr十二所j、

50，000分の1r大館」、大館市作製の2，500分の1 大館市都市計画図」、秋田県北秋田農林

事務所作製500分のl工事計画図であるO

3. 本報告書に使用した土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修@財団法人目

本色彩研究所色票監修『新版標準土色11I占 1989年版Jを使用した。

4. 植物珪酸体の分析は、パリノ@サーヴェイ株式会社に依頼した。

5. 本書の草稿執筆は、多数の方々からのご指導@ご助言@資料提供を得て棲田隆と

f!1jが行っ fこO

凡 例

1. 遺構実測図の方位は、秋田県農政部北秋田農林事務所の工事用中心杭No.103をグリッ

ド設定原点杭 CMA50)としており、 MA50における磁北を示す。

MA50における国家座標第系の鹿標北は、東に120 00' 13"偏している 0

2. 本報告書で各遺構に付している略記号は以下のとおりである。

S 1 略穴住居跡 SK 

SD 溝(撹乱溝) S Q 

SU 遺物集中区

SKF フラスコ(袋)状土坑

ST 谷状地形(開析谷)

3. 

4 

は、 ローマ数字を用い、各遺構の埋土にはアラビア数字を用いた。

は、土器破片は断面の左側に土器外(表)面、右側に土器内

も含む)は実測図に準拠させている。土器内(裏)面の

5. 

したものもある。

は、側面の左側に稜のある背面を、右側 背面の下に

したものは、よりしたものもある。るようにしたが、

とした。)

6. 挿図中のスクリーントーンについては、各挿図の凡例による。

7. 員殻文の施文名称については、庄内昭男氏の論文「貝殻文Jcr縄文文化の研究 5 縄文

土器臨J雄山間 1989年)に拠った。

8. 謄製石斧と箆状石器の分類は、佐原真氏の論文「石斧論 横斧から縦斧へ c r慶祝

1977年)の53頁「第 2図斧身の部分@刃の積類」に拠った。

日
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第 l主主 はじめに

沢遺跡(同図F) 中山遺跡(同図G) した。 ノ後遺跡

を12月 した。

は、冷水山根遺跡@寒沢遺跡@ した。当初平成 5

る予定であった寒沢遺跡は、平成 6年度に実施することになった。

に冷水山根遺跡@寒沢E遺跡、と中山遺跡、の発掘調査報告書‘を刊行した。

2節調査要項

跡名称

所在地

期間

寒沢遺跡(遺跡聞き号 2S Z) 

平成 6年 5月16日'""'6月24日

800 rrf 

1外

棲由 経 (秋田県埋蔵文化財センタ

和民Ij(秋田県埋蔵文化財センタ

藤肥良浩(秋田県埋蔵文化財センタ

日数30日間)

広文(秋田県埋蔵文化財センター総務課主任)

須田輝樹(秋田県埋蔵文化財ーセンタ

秋田県農政部北秋田農林事務所
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第 2章遺跡の立地と環境

第 l節 白然的環境

大館盆地は、奥羽脊梁山脈の西縁に位置するおよそ100kn1の簡没盆地である。盆地の周囲に

は北西側に白神山地、東側に高森山地、南西側に摩当山地が標高200"-'800mで連なっているO

盆地内には、米代J1!とその支流である長木Jl!.下内)11.犀J1!その他の小河川が流れ、盆地床に

広い平地を形成している O それぞれの河川の流域には数段の河岸段丘が発達している。

大館盆地内の河岸段丘は古い)1聞に第 1から第 5段丘まで 5つの段丘に分類できるが、その他

に中間段丘やごく新しい沖積段丘も認められる。現地形では第 2段丘と第 3段丘は同ーの平明

函を形成していることが多く、その境界を明確に毘別することは困難である。この第 2段丘と

3段丘は標高60"-'100mをはかるO 洪水による浸水の心配がないため吉くから居住の地とし

て使用されていたことは、これら段丘端の舌状台地と侵金谷に沿った地域に多くの遺跡が存在

することからも明らかである。

寒沢遺跡は大館市の南部、 JR大滝温泉駅の北西約3.0kmにあり、間流する米代川の右岸に

形成された河岸段丘(第 3段丘〉上に立地するO 遺跡付近の珂岸段丘(第 3段丘)は、中山集落の

東辺を流れる中山沢とその支谷群により北東から南西方向に開析されている。

寒沢遺跡は、北西側を中山沢、東側と南側をその支谷に図まれた広大な舌状台地の上回とそ

の斜面に位寵している。今回の発掘調査対象となったのは南西側先端部に近い区域である。

由田地区農免農道整備事業に伴い、南東側に50m隔てた寒沢H遺跡と、北西側の中山沢を挟

んで位置する中山遺跡が昨年度発掘調査されている。

2節歴史的環境

大館盆地には、旧石器時代から近世にかけての遺跡が数多く知られている。それらの多くは

盆地中央を流れる米代川とその支流群によって形成された河岸段丘および、低丘陵地上に位置し

ている。

寒沢遺跡の発掘調査では、縄文時代早期叶1期および後期の遺構@造物を検出@出土したので、

本節では本遺跡に類似した様相を呈する縄文時代の遺跡を概観する。

寒沢遺跡周辺で縄文時代早期の土器を出土した遺跡は、東にO.7km隔てた野沢岱遺跡 [C(4同

78)J、南東に2.8km離れた鳶ケ長根町遺跡 (4-123)、北西lこ2.35km離れた山館上ノ山遺跡 (ι

71)、北西に4.9km離れた池内遺跡 (4-68)、西に1.2km離れた本道端遺跡(12-19)、南に1.8

km離れた横沢遺跡(12-13)の6カ所であるO

3 -



第 2主主 遺跡の立地と環壊

このうち、早期中葉の員殻沈線文系の土器(片)を出!二し は、野沢岱遺跡、

遺跡、本道端遺跡、横沢遺跡であるが、

た。(野沢岱遺跡では員殻条痕文の施文さ

くといずれも破片 1点の出土であっ

(部位不明)であり、本道端遺跡で

第 2図 遺跡周辺の縄文時代の遺跡位置区i

腹縁庄痕文と沈線文が施文された土器片(胴部上半)である。横沢遺跡では貝殻腹縁日う痕文が

施文された尖底部片である。池内遺跡では無文の尖底部片である。)

鳶ケ長根W遺跡では、早期中葉から末葉の土器片約5.000点、トランシェ様石器54点が出土し

た。早期中葉の土器片は、羽状に貝殻腹縁痕文を施文したものが多く、員殻腹縁j圧痕文@刺

突文@沈線文の組み合わせも られ、吹切沢式から る序列の中間に

けられるという。 は撚糸文、 は員殻条痕文が施文されて

いる。

lLl館上ノLlJ遺跡で、は東北北部の早期中葉のムシリ I式に比定される細し 1粘土紐を貼り付けた

細隆起線による幾何学的な文様の施文された土器片が出土した。野沢岱遺跡ではムシリ I式に

比定される幾何学的な細隆起線が沈線に置換された文械の施文された土器片も出土した。

縄文時代早期の石器として知られるトランシェ

跡〔巳(ι74)Jでも l点出土した。

縄文時代前期の遺跡として山館上ノ山遺跡、

野沢岱 I遺跡 (4-76)、 !マ聖遺跡 (4-80)、

4 -

l立、 遺跡のほか E 

萩遺跡 (ι81入

(B)、寒沢IIj遺跡があげられる。 111館



上ノ 111遺跡で と台地斜面と沢状地形内の

した。

て場」があり、 されfこO

立

第 2節密史的環境

され、

も台地斜面に

縄文時代中期の遺跡として山館上ノ山遺跡、本道端遺跡、横沢遺跡、野沢岱E遺跡 (4-77)、

大日堂前遺跡(12叩 7)、野沢岱遺跡、冷水山根遺跡 (D(4-75) J、寒

沢E遺跡、中山遺跡 (G)があげられる。本道端遺跡では竪穴住居跡23軒が調査され、円筒上

ととも しfこO は複式炉が付設されており、東北地

との文化的交流があったことが推測されている。野沢岱遺跡では竪穴住居跡 5軒@フラ

スコ状土坑 1基と 8 a • 8 b式土器@ c，....._， e を、また冷水山

根遺跡では台地斜面に竪穴住居跡 2軒@フラスコ状土坑 1基@土坑 5基を検出した。寒沢H遺跡

では台地斜面に「土器捨て場」があり、大木7a，....._， 8 b 

た。中山遺跡で、は複式炉のある竪穴住居跡を検出した。

a，...__e式土器が出土し

縄文時代後期の遺跡として山館上ノ山遺跡、家ノ後遺跡 (A)、横沢遺跡、鳶ケ長根町遺跡、

萩11中遺跡、中山遺跡、下聖遺跡、上型遺跡、沢口遺跡 (4-120)、大日堂前遺跡、寒沢 E遺跡

があげられる。家ノ後遺跡では竪穴住居跡@土坑のほか、台地斜面下方に粘土採掘坑を検出した。

萩峠遺跡では竪穴住居跡10軒を検出し、十腰内 I式土器が出土した。中山遺跡では竪穴住居跡

のまわりに屑堤と考えられる帯状の磯群を検出した。

縄文時代晩期の遺跡として山館上ノ山遺跡、本道端遺跡、家ノ後遺跡、鳶ケ長根E遺跡 (4-

121)、鳶ケ長根盟遺跡 (4-122)、;鳶ケ長根町遺跡、

家ノ後遺跡では土;墳墓群を検出した。

大日堂前遺跡があげられる。

第 1表周辺の縄文時代の遺跡一覧表

遺跡番号 遺跡名称 遺跡番号 遺跡名称 遺跡、番号 追跡、名称 遺跡番号 遺跡名称

4-7J 111館J二ノ UJ 4-74 寒 j尺 4-75 冷水山根 4-76 野沢岱 I

4-77 野沢岱 E 4-78 野沢岱盟 4-79 野沢岱 W 4-80 下 型

4-81 萩 11時 120 沢 口 4-121 蔦ケ長根 4 122 蔦ケ長根班

蔦ケ長根W 12-7 大日堂前 12 13 横 沢 12-19 本堂端

結掘調査した遺跡

冷水山根

1. 遺跡番号は『秋田県遺跡地図(県北版)J、遺跡名称は『秋田県遺跡地図(県北級)J 

と『秋田県大館市遺跡詳細分布調査報告書'Jによる。

2. 

関して

4年度から 4カ

あるO

「υ 

あり、



3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

寒沢遺跡は、第 2 1節でも述べたように米代川右岸の河岸段丘を開析する中山沢()l1)と

その支谷群に閉まれ、北東一南西方向に長い舌状台地に立地している。中山集落の東側で米代

川に注ぐ中山沢(jll)を河口からと流部におよそ300ml朔ると右側(東側)に'1屈が狭く

1支谷と仮称する)が現れる。このi隔が狭く深い支谷は減るにつれ広くなり、またいくつかに

枝別れの小支谷群が形成されている。この第 l支谷を過ぎて中山沢(J1 [)を約100m湖り、

の橋を過ぎた辺りの右側(東側)の崖面中腹に支谷(第 2支谷と仮称する)が確認できる。中山沢

(J 11)、第 1支谷と第 l支谷の校別れの小支谷群のう も北側に開析された小支谷に閉まれた

舌状台地は、幅200，，-，250m、奥行き350"-'500m、面積約100，000nfの広がりをもっている。

2支谷は台地を東西に 2分するように入り込んでいる。この台地は、北東側に連なる山地の裾

野(標高93"-'96m)から南西側に伸びており、中山沢()l1)の辺りの標高70mまで高さを低減させ

ているが、先端部に近いところで、10mあまりも急激に低減させており、台地は上部の平坦面

(標高90"-'93m)とそれに続く下位の南西の緩やかな傾斜の平坦面(標高72"-'80m)から構成され

ているように観察される。台地南側の斜面は急な傾斜面となっているが、小さな開析谷も多く

られる。

台地は大部分が果樹園と畑地として利用され地形も改変されているが、旧地形が失われるほ

どではなし 1。上部平田面部分は、地元の中LLI地i玄では時代など不明であるが殿様の居館跡、であ

る「桜殿」の遺跡として伝承されていたところである。ここでは果樹園や畑地の耕作の際に拙

り出された縄文時代前期や中期の土器片や石器、機などがーまとめにさ

畑の隅におかれていた。また、台地の南側では斜面が崩落し、塁重した縄文時代前期と中期の

している箇所も見られた。

台地先端部の南側斜面には寒沢E遺跡として縄文時代前期と中期の「土器捨て場j

した地区がある。今回の由田地底農免農道整縮事業に伴い、寒沢遺跡として発

掘調査対象となったのは南西側先端部に近い区域で、昨年度の寒沢E遺跡調杏区とは南丙に50

m離れているが、このような状況から、斜面も含めた台地全体が縄文時代集落遺跡である「寒

沢遺跡」の範囲であると推定され、寒沢江遺跡として発掘調査された区域も台地に広がる

沢遺跡」の一部分と見ることができる。

は、この台地の南西側先端部の標高75m(南東側と北西側)と78m(中央

部)の 2段の平坦面からなっており、細長い調査区の中央部と南東側が果樹閣と農道、北西側

ρ
h
u
 



が山林となっていた。

第 2節調査の方法

上調査区の設定

第 2節調査の方法

は、秋田県農政部北秋田農林事務所が打設し 中心杭No.103を仮原

点として、磁北に合わせた基準線を設定し、こ

した。仮原点をMA50とし、東西方向に

る4mx4mのグリッドを設

向かつてLToLS"-'LLeLK、西に向かっ

てMA.MB'"'-'MG.MHのアルファベットを、南北方向には南から北に向かつて40.41"'50'" 

57.58のアラビア数字を付し、この組み合わせてグリッド杭を呼ぶことにしたのグリッド名は、

4mx4mの方眼の南東隅の杭によるO

ノ

第 3図 と周辺地形

2. 

はグリッド法を原則としながら一部トレンチ法も採用した。調杏区が 2

と斜面からなっており、平成4年度の範閤確認調査の結果から上位の平坦面(中央部)

下位(南東側)の平坦耐と斜面(北西側)はトレンチによる発掘調査とした。中央部

平坦面は、現地表面から地山面までの土層の堆積が厚く、範囲確認調査でも

- 7 



第 3章発掘調査の概要

されていることから、 とされた。

ら出土した遺物は描結バ守器鯵レベル@ して 1点毎に収納することを

原別とした。また、各層から

確認して一括収納した。

し、まとまりのない遺物についてはグリッド

記録図面は、縮尺 1/20で平面@断面を、縮尺 1/10で詳細平田@断面を作図した。また、

ブロニー半4と35mm半Ijのモノクロフィルムとリノイーサルフィルムによった。

における は、現場で作成し 断面関から第 2原図を作成し、これをト

レースして版組した。遺物は、

を行った。 にl土、

3節調査経過

5月9日

るグリッド杭打設が行われ、 12日

発掘@測量@撮影機材を搬入するとともに、

あとに実測図@拓影図の作成@

ったものもある。

り した。翌日から測量業者によ

リース機材が到着。 13日までに

ベルト。トレンチを設定した。

5月16日(月入南東側平田面のトレンチCNo.1トレンチ)の粗掘りから を開始した。

この地区は現状では削平@撹乱を受けているが、埋没した関析谷があることがわかった。

から完形の管状士銀と思われる土製品 1点が、またトレンチ内に;堆積する古代の時下火山灰で

ある大湯浮五層より上位の属中から縄文時代中期@後期の土器片数点とともに、早期の員殻文

1点が出土した。翌日No.1トレンチの南東側にNO.2トレンチを設定したところ埋没谷

の幅がおおよそ判明した。この頃没谷部分は盛土で工事が行われることになっていることから、

これ以上拡張調査しなかった。

18日から中央部平明面の粗掘りを開始した。 0.3mの深さまで掘り下げ、たところ、

A)が局所的に堆積していた。拳大~人頭大の磯も分布しているのを確認した。 MA

51グリッドでは、人頭大以上の礁による C S Q02)を検出した。 23日から、こ

の面(第日層 t面)で広範囲にプラン確認作業をしたところ、 16条の溝が 4m間隔でl娼0.25m、

深さ0.2-----0ιmで東丙方向 e南北方向に走っているのを検出した。 北西側平坦面に設定したト

レンチ CNo.3トレンチ)の粗掘りも開始した。 248から中央部平坦面の溝を掘り下げること

により、遺構(嬰穴住居跡 1軒)と地山面までの深さを確認できたの溝の中から縄文時代後期]

とともに、早期の貝殻践縁文土器片やトランシェ機石器が出土した。 25日にNo.

3トレンチでj二坑 2基を検出した。また、中央部平坦面の北西側法面を華lj土して幣穴住居跡 2

軒 CS 1 03.04)を検出したの 26日に LT50グリッドで配石遺構 CS Q01)を検出。第 H層か

らは、縄文時代後期の土器が多く出土した。 31日にはMA52. M B 520 M B 53. L T52グワッドの

8 



II トランシェ

6月1日に S1 し掘り下げたが、

第 3節調査経過

した。

ら第立

から掘り込まれていた。この竪穴住居跡にも大湯浮石層が堆積していた。 2日には S101竪穴

台付鉢形土器などが出土した。 S103竪穴住居跡の掘

り下げを開始し、床面上で完形の注口土器が出土した。 3日にカナダのMcG1LLUN1VERS1 

TYの女子学生NANCYMOR1Y AMAとDEBRASTERNの2名が研修のため来跡 (24日まで)。

また、 S103竪穴住居跡床面に土坑 (SKF10)を検出した。竪穴住居跡では第羽農(地山シ

ラス)を掘り込んでおり、同色の粘土質土で、貼床していない限り、この地山上面を床面と考え

ていた。しかし、 S101.02.05.08では地LIJ卜.に黒褐色-1ての概く薄い堅く締まった層とやや締

まりのない層が五層となって堆積しており、床面に敷いた高機物の堆積と判断した。有機物の

腐敗に伴いその上に新たに敷くという生活をしているうちに自然に床面が高くなり、この黒褐

色土上屈が最終的な床耐となっていたと判断した。この堆積層中からは遺物の出土がなかった。

7日に第 層の掘り下げを開始したところ、後期の土器@石器とともに早期の土器片@石器が多

く出土した。

10日に LS48グリッドの第直属から貝殻腹縁文と沈線文が施文された早期の片口土器片 1

が出土した。 13日に梅雨入りとなったが、 S1 05. S 1 07. S 1 08竪穴住居跡のプランを検出し、

掘り下げを開始した。 S1 05. S 108は後期の所謂癌付土器の時期のもの、また S1 07は埋土

中から中期の深鉢形土器片が出土したが床面上から後期の深鉢形土器片が出土しており後期の

と判明した。 15日に S107竪穴住居跡の西側lこ、中期の竪穴住居跡 (S1 17)を検

出したO

L T50.MA50グリッドで地山と異なる土層(第IV層)が堆積しているのを確認し、掘り下

げたところ、翌日日に LT50グリッド杭近くで磯ドに横倒した無文尖底土器 1個体、その西側

約0.5mに貝殻殻頂部押庄尖底土器片 1点、東北万約0.3mにも尖底土器片 1点が出土した。ま

た、 MB52.53グリッドでも しているのを確認し、掘り下げたところ、 MB53グ

リッドでSK19土坑を検出した0

2413までに遺構の検出と

した0

の地形測量を終了

1点が出土した。

った。また、

25日午後に約70名の参加者を得て現地説明会を開催して、寒沢遺跡が縄文時代早期吋ヨ期e後

Mの集落であること、貝殻文の施文された片口土器 としては日 もので

あることなどを説明した。

りでの調査は、頻繁なスピードスプレーヤーによるニコチンなどの薬剤散布によ

り、作業の中断@避難を繰り返しながらも終了した。

9 



第 4章調査の記録

第 1節遺跡の基本土層

寒沢遺跡の調査対象区は、 まれた中央部の半円状の平坦面(果樹園)と北西側の斜

(果樹園)からなっているO 中央部の平坦面では、現面(雑木林)と南東側の一段低し

地表題から地山面にいたるまでに堆積する土層は 6患に大別できた。第 IJ語と第H層の間には、

局所的に間層A (火山灰)が堆積していた。また第IV層も局月Ff的に堆積する土層であるO

I層; 暗褐色(10YR3/4)，，-，黒褐色(10YR2/2)の表土@腐植ニ!こO 層厚10，....._，20 Cillo 

第H層; 軽石(浮石)質の火山灰粒を少量混入する黒褐色(10YR2/3)土。層厚10，....._，25cillo

地山粒を少量混入し、国く締まった暗褐色(10YR3/3)土。層厚12，....._，30Cill。

地山粒e塊を多量に、炭化物を少量混入し間く締まった黒褐色土(10YR2/2，....._，10 

YR3/2)o J欝摩13，....._，25cillo

地山粒を多量に混入する暗褐色(10YR3/4)の地山漸移層。

にぷい黄褐色(10YR5/4)，....._，黄褐色(10YR5/6)を是し、砂、軽石(浮石)質

の火山灰粒@塊、礁からなる地山。所謂シラスであるが、その下位に河成機}麗が堆

しており、北西側の斜面と南東側の平坦面では部分的に磯層が露出していた。

十和田火山起源の軽石質降下火山灰(大湯浮石層)である。

第ヰ図

南東側の平坦面は果樹園造成のため削平されており、耕作土の下は地山の磯混じりのにぷい

となっていた。 北西側の斜面では表土寸寓植土!吾、目前易色土層、 i富山粒混じりの

地山の1醸混じりのにぷし の)1闘で;堆積していた。

第 2節検出遺構と出土遺物

と出土遺物の概要

平成 4 し は縄文時代後期の竪穴住居跡と土坑を検出し、造物も

- 10 -
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第 4章調査の記録

後期のもののみであったので、寒沢遺跡は縄文時代後期の集落跡の一部であろうと考えられた。

しかし、 と造物、中期の竪穴住居跡および後期の竪穴住は、

と遺物を検出@出土し、縄文時代早期@中期@後期の集落跡の一部であるこ

とが明確になった。

f)l 

¥ 
SK2:-'I 

0"ぞtEL

SJ03 

55 ーし 十

+"- "-+ 
SJ01 

53 No.3トレンチ + 

52 

50 

49 

(!:t) 

滋字のみは白穴傑ピット白番号
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47 →5 

寸
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つ山11ム



縄文時代早期の遺構は、土坑 2基と

第 2節 検出追構と出土遺物

ピット 2カ所および遺物集中区2カ所を検出した。

また、早期の遺物は、自殻臨縁文@貝殻条痕文@貝殻圧痕文 6 表裏縄文@無文などの

トランシェ様石器、箆状石器など、が出土した。縄文時代中期の遺構は竪穴住居跡 1軒を検出し、

床面から深鉢土器と台付土器等が出土した。縄文時代後期の遺構は、竪穴住居跡 7軒、土坑9

2基を検出した。

(長頚@短頚@無頚)、 香炉形土器、異形

基、フラスコ(袋)状土坑 2

遺物は深鉢土器、浅鉢形土器、

台付土器、合付浅鉢形土器、台付血形土器、土偶、管状土製品、スタンプ状土製品、

錐、石槍、石匙、箆状石器、掻器、削器、磨製石斧、打製石斧、くぼみ石、石錘、擦石、アス

フアルト塊などが出土した。(遺物については、第 4節の遺構外出士遺物の項に分類基準を

しており、遺構内の出土遺物もその基準によって分類しているo ) 

7層に大別された堆積土居と遺構@遺物の関係を観察すると、第 I層では中期と後期の遺物

が混在して出土した。第E層と第E層上位で後期の竪穴住居跡づ二坑@配石遺構を検出し、後期

の遺物が多く出土した。第亜層では中期と後期の遺物が少量、早期の遺物が多量に混在出土し

た。第亜層下位で多くの土坑と柱穴様ピット、および中期の竪穴住居跡が確認された。

は地山面のくぼみを中心に部分的に堆積し、早期の遺構と遺物が出土した。第V層と

よび間層Aから造物は出土しなかった。

と中期および後期の遺物とも当時の生活面@遺構内に遺存しているものもあるが、それ

ぞれ後世に撹乱(住居等構築による掘り [Jj'トレンチャーによる掘りよげ@風倒木による撹乱

を受けたと思われ、遺構外から出土した遺物が多い。

( 1 )縄文時代早期の遺構とその出土遺物

土坑

土坑 2 基は、いずれも第IV~麗の掘り下げ中に遺構プランが確認されたもので、確認状況 e埋

ら早期の遺構と判断した。

S K18土坑(第 7図、第 8図)

と確認状況] MB53グリッド の掘り下げ中に検出した。 り込ん

でいる。

[形態と規模〕平面形は長~îrfI0.79m、短íli由0.7m の、東日立に長 ílilÍl方向をもっ 11塔円形を呈する。

と底面の状況]擁認、面から0.24'--""0.3mの深さをもっ壁面はほぼ垂直に立ち上がる。!蝶混り

の地山の}底面は北東{日iJが長辺0.6m、短辺0.48mの隅丸長方形状に、 0.06'""'-'0.1mの深さで鍋底

状にさらに一段深く掘り込まれ、その中の 3カ所に浅い窪みがある。

思土中から貝殻条痕文土器片 3点と石匙 1点が出土した(第 8図 1，--...， 4)。

S K 19土坑(第 7図、第 81翠)

つり
4
E
Iみ



第4章調査の記録

[検出位置と確認状況] S U 2遺物集中区であるMB52グリッドの第百層を掘り下げたところ

第V層を掘り込んだこ!二坑フoランを検出した。

[形態と規模]長辺1.68m、短辺1.28mのやや膨らみのある不整な長方形フ。ランを呈し、深さ

はO.15""'O.2mである。

と底面の状況]西側壁が後期の柱穴様ピットにより破壊され、その他の壁も自然崩壊した

のか凹凸がある。底面は聞く締まっていたが木根による小さな撹乱穴なども多く、凹凸が激し

かった。

[出土遺物]埋土中から無文土器片 2点と箆状石器 l点が出土した(第 8図5""' 7)。

日](18

も可J 77.30m NE 

S K18 
1 !lH目色J:(10YH.3/1))也山域(小)を1l1l人する。

2 黒褐色-J:(10YH.2/2)J由山N:.JJllを多1，1:1こ泌人する。締まり強いC

3 f白色土(10YH.4/6)J:!出LLINを多1，¥1こ混入する。燃料強い。

4 1!~{を色!:.ClOYH.7/8)砂質の J1lJ LLI，(悩り i益吉)

百1

SK19 

G記
sw NE 

sw 77.00m NE 

S K19 
1 1)(員同色 1:(10YH4/2)J1lJJlI校・峻()υ小)を多i誌に混入する，1築く締まっている。

2 ;，i，(ls色 UlOYH3/2)地111塊を縦く少1，[混入するo~:~~く締まっている。

3 1叫日B J-.(10YH2/2)J也illf!Lを浪人する。l裂く締まっている G

，1 11古m色 Ul0YH3/ノ3))也IllfJL・波(小)を多ri¥に1M人する。そく締まっているG

第 7図 SK18 • SK19土坑実測図

柱穴様ピット(第 9図)

S KP26とSKP27はSU1造物集中堅 (LT50. L T51.MA50.MA51グリッド)の第IV

層で検出した。検出状況と埋土の土性(地山粒@地iJJ小塊を混入し、やや堅く締まった

土)から早期の柱穴禄ピットと判断した。 SK P26とSKP27は隣接しており、内部に l本を

半折した四角柱の自然、石が斜めに傾むいて入っていた。

- 14 



第 2節検出遺構と出土遺物

1-.1 
;)---{ 

〈ご〉

く二〉
第8図 SK18土坑.SK19土坑出土遺物実測図

第 2表 出土遺物観察表

挿図番号|遺構名 e 層位@造物番号| 器種@部位 |外国施文・調整|内面施文・調整 j分類 j備 考

8-1 ISK18 埋土中 |深鉢口縁部 |貝殻条痕文 i貝殻条痕文 Irr2 1 
82  ISK18 埋土中 l深鉢胴部 l貝殻条痕文 i貝殻条痕文 Im-l 
8-3 ISK18 埋土中 i深鉢服部 |貝殻条痕文 |員殻条痕文 1m] 
8-5 ISK19 塩土中 !深鉢口縁部 |無文 |無文 I 1 I口唇刻自

8-6 ISK19 埋土中 l深鉢服部 !無文 |無文

挿図番号|遺構名@層位 e 遺物番号|器 種! 1-1 00  = I 計測{直 (mm.g) 
uit 1'~長さ|最

器石

匙
一
状

石
一
箆

84  ISK18 埋;土中

8 -7 ISK18 埋土中

80 
50 

遺物集中区(第 9図)

SU1 ; LT50.LT51.MA50.羽A51グリッドで東側から緩やかに額斜する第

ピット(地rJr)が鍋底状にくぼみ、そこ しており、 2カ所のえ

(S K P26とSK P 27)とともに、直線上に並ぶ 3 の大きな偏平JlI原石の周辺から早期の土器

片が多く出土した(第10図~第13図)。第10図 lは大きな偏平河原石に胴上半を挟まれ横倒状

態で出土した。

SU2造物]集中IX; M B52.M B53. M C52. M C53グリッドで緩やかに傾斜する第百層(地

山)が鍋底状にくぼみ、そこに第W層が厚く堆積しており、早期の土器片が多く出土した

14図~第151盟)。

( 2 )縄文時代中期の遺構とそ

竪穴住居跡

S I17竪穴住居跡(第16閥、第17図)

[検出位置と確認状況] L Q46. L Q47. L R46. L R47グリッドに検出したが、 の激しし 1

に
U

4
2
i
 



第 4章調査の記録

区域であったた (地山漸移層)

保込 上面で平面プランを確認できなかった。

東側の後期の S107竪穴住居跡の精査

中にその存在が確認された。

[形態と規模]東側を S107竪穴住居

跡、に、南側を農道開高Ijにより破壊され

。 。。
ているが、円形プラン ると推測

(Jf!J 

@ 
/ 

された。現況では北東南西2.60m、

北西一南東1.5mの不整な半円形を呈

し、プラン確認、面から床面までの深さ

は0.10'""0.18mである。

(地山漸移届)上回から第

VI層(地山シラス)まで掘り込まれてお

り、壁面は凹凸が激しいが固く締まっ

E ¥¥' γ )  

一、ア¥
大

日 りm >，; 

J ペ 』 ていた。

[床面]第羽層(地山)に堆積する粘土

第 9悶 SD 1遺物集中部(部分)、 P26• 27柱穴様 混じりの河成機属が露出して凹凸が激

ピット実測図 しい。南西側に幅0.55m、現長1.20m、

深さ0.53'""0.91mの隅丸長方形の浅い窪みがある。

[柱穴〕柱穴様ピットを西側壁寄りの床面に 5力所、隅丸長方形の浅い窪みの底面に lカ所検

出したが、上部構造を推定できるよう

[炉]検出されなかった。

[出土造物]:埋土中から中期の深鉢形土器破片13点と石匙 l点、打製石斧 1点が出土した。

はなかった。

( 3 )縄文時代後期の遺構とその出土遺物

竪穴住膳跡

S I 01竪穴住態跡(第18図~第271翠)

[検出位置と確認状況] L R4S. L R49. L S48. L S49グリッドの第 I層を掘り除いたところ、

浮芯質の降下火山灰 が堆積していた。その近くのトレンチャーによる溝の埋土を取

り除くと と壁面の立ち上がりを検出したので、その周辺をプラ したところ円

A)は竪形プランを検出した。プラン確認、面は第E層上面である。浮石質の降下火山灰

プランのほぼ中央に堆積していた。

[形態と規模]平面プランは長径(東一酉)6.56m、 一北)6.30mの略円形を呈する。フ。

ρ
h
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第 4章調査の記録

時."土料議繍?品 ul欝露凸恥手出廷
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第11関 SU 1造物集中区出土造物拓影図

第ヰ表 出土造物観察表

挿図番号 遺構名@層位 e 追物苔号 器樺・部位 外出施文・調整 内由施文・調整 分類 備 考
11-1] MA51. LT50 IV層 深鉢iコ縁部 縦位羽状良識腹縁圧疲文 箆なで E 6 日開制l:l:痕文
11-12 MA51 班層 深鉢口縁部 縦位羽状員殺控縁圧症文 箆なに、 立 6 訂唇iH頭圧寝文
11-13 MA50 IV層 深鉢口縁部 縦位羽状員設題縁在寝文 箆なで E 6 日程指頭圧症文
11-14 MA5J m層 深鉢腕部 縦投羽開設腹縁圧症文 無文 E 6 
11-15 LT51 誼層 深鉢胴部 縦位羽状員殻腹縁圧疲文 無文 II-6 
11-16 MA50 IV層 深鉢服部 離位羽状員殺控縁圧度文 箆なで II 6 
11-17 MA51 斑層 深鉢服部 鮒潮目雄樹獄・*1蚊 箆なで II -17-C 
11 18 MA5J 盟層 深鉢口縁部 位羽状員殻腹縁圧痕文 箆なで E 5 白書J翻L~Iき日在1・訊

11 19 MA5J 盟層 深鉢口縁部 世利組織駆車文・主主文 無文 E 5 IIEl H l(ill~絞 f 廿JV

11-20 MA52 m屑 深鉢口縁部 位羽v¥員殻複縁圧症文
無無文文

E 5 Dg~誌協版文
11-21 MA50 m層 深鉢口縁部 位羽状良殻I~韓圧痕文 m 5 ILI唇宿駅口:波x

18 



第 2節検出遺構と出土遺物
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第12図 SU]遺物集中区出土造物拓影図

第 5表

J南部番号 遺構名@僧位造物省号 器種 e 部位 外由施文ー調整 内面施文 a調整 分類 備考

12-22 MA50 軍属 1不昨日l'つ|与
ほえz ¥ι 貝殻条痕文 耳 2 

12-23 LT50 W愚 深鉢日間部 凶/;;I=I""L佑お :癌文 無文 H 2 

12-24 MA50 m層 深鉢口縁部 描条貝殻!直縁圧痘文 無文 H 2 

12-25 LT50 直属 深鉢口縁部 描条):lRi腹縁圧症文・*1民文 無文
EE117 7 

JjU!1'![I!Vf¥リUIlJIJ'I=1

MA50 直属 深鉢胴部 隊員組腹縁服文・*1限文 無文

MA51 班E}層留 深鉢胴部 横臨~J捌脇陣蚊.~I倣 無文 I II 17 

12-28 MA51 深鉢口縁部 貝殻腹縁押し引き文 見殻条痕文 II 9 

12-29 MA51 直属 深鉢口縁部 貝殻腹縁押し引き文 貝殻条痕文 直 9 

12-30 LT50 W層 i探鉢1間部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 盟 2 

12-31 LT50 W属 深鉢口縁部 貝殻条痕文 貝殻条痕文
盟E22 

12-32 LT50 lV層 深鉢口縁部 目詩集擁立 目招集痕y

- 19 



第4章調査の記録
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第13関 SU 1遺物集中区出土造物拓影図

第 6表

挿図番号 l遺構名 層位 a 造物番号 器種 e 部位 外印施文・調整 内面施又@調整

J計量13-33 LT50 W層 深鉢口縁部 貝殻条痕文 無文
13-，34 MA50 直属 深鉢胸部 h主u包tJ、 C !箆なで

13-35 LT50 W層 深鉢胴部 無文 貝殻条痕文 I 
13-36 LT51 車層 深鉢口縁部 無文 貝殻条痕文 I 
13-37 MA51 盟届 深鉢服部 RL縄文 RL縄文 V 2 

MA51 m層 深鉢腕部 RL縄文 RL縄文 V 2 
I 13-39 MA51 買層 深鉢胴部 RL縄文 RL縄文 V 2 

13-40 MA50 藍層 深鉢口縁部 RL縄文 無文 V 1 
13-41 日A50 直層 深鉢胴部 RL縄文 P，L縄文 V 2 
13-42 MA50 直属 深鉢胴部 RL縄文 無文 V 1 
13-43 MA50 直属 深鉢服部 RL縄文 無文 V-I-A 
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第 2部検出遺構と出土造物
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第14図 SU 1遺物集中区出土遺物拓影図

第 7表 出土遺物観察表

挿国番号 遺構名@届位 e 造物番号 器種@部位 外面施文 e調整 内面施文 a調整 分類 {詣 考

14-1 問B53 盟層 深鉢口縁部 器歯状説矧設腹縁圧症文 無文 II-4 
14-2 叫C53 盟層 深鉢口縁部 菱状割条員設腹縁圧症文 無文 II-7 

14-3 MB52 N層 深鉢口縁部 横位羽状員設1復縁圧疲文 無文 立 5
14 -4 MB52 買層 深鉢口縁部 ;日制撤嚇欄L)I談fti糊攻 貝殻条痕文 立 19
14-5 MB53 買層 深鉢胴部 横条貝殻腹縁在痕文 無文 E 2 
14-6 MB52 N届 深鉢口縁部 刺突文 無文 N-2 
14-7 IvIB52 盟層 深鉢胴部 f4矧撒組献・~Ij蚊 無文 rr -17 

14-8 MB53 m層 深鉢口縁部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 E 2 
14-9 MB52 N層 深鉢口縁部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 車 2 
14-10 MB52 N層 深鉢口縁部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 直 2 

14 11 MB53 盟f露 深鉢口縁部 員殻条痕文 無文 直 2 
14-12 MB53 孤層 |深鉢腕部 貝殻条痕文 無文 直 1

-21 
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第15図 SD 1遺物集中区出土遺物拓影図

第 8表 出土遺物観察表

挿図番号 遺構名・層住@造物番号 器種・部位 外面施文・調整 内面施文・調整 分類 f備 考
15-13 MB52 町屑 深鉢胴部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 m-2 
15-14 MB53 直層 深鉢服部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 亜 2
15-15 MC53 m層 深鉢胴部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 m-2 I 
15-16 MB53 m層 深鉢腕部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 亜 2 
15-17 MB53 m層 深鉢胴部 貝殻条痕文 無文 E 1 
15-18 MB52 直属 深鉢服部 RL縄文 無文 V-I-A 
15-19 MB52 lV庸 深鉢腕部 RL縄文 無文 V-I-A 
15-20 MB51 m層 深鉢腕部 RL縄文 RL縄文 V-2 
15-21 LT50 lVl富 深鉢底部 RL縄文 無文 V-I-A 
15-22 MB53 班届 深鉢底部 RL縄文 無文 V-]-A 
15-23 MB52 藍層 深鉢底部 !無文 無文 1 

22 -
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第16図 8117竪穴住居跡実測図

ラン確認面から床面までの深さはO.52，.....，0.68 mである。

[壁]第H層から第盟層@第V層(地山漸移層)を掘り下げ、第VI層(t古山シラス)まで掘り込ん

いるが、やや外傾する壁面は固く締まっていた。

[床面]第VI膳(士mLlJシラス)を掘り込んでおり、竪く踏み間められでほぼ平坦であった。この

平坦面の上部に、 3，.....， 5 cmの摩さの中に黒褐色土の極く薄い堅く締まった層とやや締まりのな

となって 5-----8枚堆積していた。この堆積層中と下位には造物の出土が皆無である

ことから、この黒褐色土の上面が最終段階の床上面と判断した。

床面に柱穴様ピットを17筒検出したが、規則性に欠けるため上部構造を支える主柱の

は明確でない。 北東側を除き、壁際の床面に74筒の小さなピットが巡っており所謂

穴Jと判断した。

[炉]住居跡床面のほぼ中央に長軸10cm-----25cmの河原石を、南-北0.9m、東一四0.8mの長円

形に配寵した石間炉である。

[出土遺物]埋土中から早期の貝殻腹縁庄痕文土器片 2点、貝殻条痕文土器片 4点、中期と後

期の深鉢jl~土器HH並行本分、後期の短頚@無頚壷形土器 3 個体、

個体、台付土器 2僧体、香炉形土器(? ) 1個体分、スタンプ形土製品 1点、石錐 1点、石匙4

1個体、浅鉢形土器 3

23 -



第 4業調査の記録

点、箆状石器 2点、削器 1点、 トランシェ様石器 I点、石錘 l 河原石@礁などが、また、

床面上からは後期の深鉢形土器 l個体、注口土器 l個体、長頚壷形土器 1個体、異形台付土器

l個体、土偶破片 l点、削器 1点、アスファノレト塊 1点などが出土した。

くご〉

1-3・5

ぐ二〉

1
1
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一
/
/
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第17図 8117竪穴住居跡出土遺物実測@拓影間

第 9表 出土遺物観察表

A
斗ム

円
ノ
山

挿図番号 遺構名@層位@遺物番号 器種@部位 外国施文・調整 内面施文・調整 分類 備 考
17-1 8I17 埋土中 深鉢服部 RL縄文・沈線文 無文 IV-3 
17-2 8I17 埋土中 深鉢胴部 RL縄文・沈線文 無文 日T-3 
17-3 8I17 :埋土中 深鉢胴部 RL縄文・沈線文 無文 IV-3 

挿図番号 遺構名@層位@遺物番号 器 種
計測{直 (mm.g) 

石質 分類 備考長さ|最大幅|最大厚重さ
17-4 8I17 埋土中 石匙 110 I 41 I 10 37 頁岩 1類
17-5 8I17 埋土中 打製石斧 210 I 110 I 40 1053 安山岩
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第 4章誠査の記録

第21函 SIOl竪穴住居跡出土遺物拓影図

第11表

挿図番号 遺構名@層位造物番号 器撞@部位 外面施文 a調整 内面施文@調整 分 類 備 考

21 2 8I01 埋土中 RP51 深鉢口縁部~胴下半 2段の縄文R(LLL無文 理 2-A
21 3 8101 埋土中 RP45.87 深鉢口縁部~IJ目下半 2設の縄文R(LLL無文 四 2-A
21-4 8I01 理土中 深鉢口縁部~Il目下半 開Ij毛目文 無文 VII-8 
21-5 8I01 t里土中 深鉢口縁部~胴下半 昂IJ毛目文 無文 y]-8 

21-6 8I01 埋土中 RP69 深鉢口縁部~胴下半 2設の1忠之R(LLL無:文 理-2

21 7 3101 埋土中 RP36'70'71.80.83深鉢口縁部~胴下半 l縄L 無文 理 2-A

日。
の
ふ



挿図番号

22-8 
22-9 
22-10 
22-11 

第 2節検出追物と出土造物

第22図 SIOl竪穴住居跡出土遺物実測@拓影図

第12表 出土遺物観察表

遺構名@層位@造物番号 器種@部位

8101 埋土中 深鉢口縁部

8I01 埋土中 HP75.82.86深鉢底部

8I01 .埋土中 RP84 深鉢底部

8101 埋土中 RP41.42 深鉢底部

VlI-8 
VlI-2 

22 -1_2--1.....__ 
(区一 7

- 29 -



第 4章調査の記録

挿図番号

23-13 
23-14 
23-15 
23-16 
23-17 
23-18 
23-19 
23-20 
23-21 

第23図 SIOl竪穴住居跡出土造物実測@拓影図

第13表 出土造物観察表
遺構名@層位遺物番号 器種@部位 外面施文@調整 内面施文 a調整
8I01 埋土中 深鉢口縁部 話:協同Hlj・j自の縄文R(LLL'注額文 無文
8I01 埋土中 RP80 深鉢口縁部 人組詰帯状文・糊・LR縄文 無文
8101 埋土中 RP83.84 深鉢口縁部 人組提帯状文・閥・LR縄文 無文
8I01 埋土中 RPll・13・56深鉢 羽状縄文 無文
8I01 .思土中日P37.49 深鉢口縁部~胴部下半 LR縄文 無文
8I01 埋土中 RP55 深鉢訂縁部~間部F半L縄文 無文
8I01 床面 RP52 注口土器 協帯倣・1摘・羽状鰍;無文
8I01 理士上位 注自上器屑部~底辺部 沈結文・羽状縄文'RL縄文 無文
8I01 1A.::トト仲 件口四つ日却 d底辺部 人組様帯状文e弱状縄文 無文

- 30 

分類 f車 季J子

日 3B 
四 4
四 3-A
VlI-9 

四 2B 
四 2-A加部77.77)レト踏

X-2 
X 5 
3-A 



2日

第 2節検出遺物と出土造物

。

25 

30 

挿図番号 遺構名@層位@遺物番号 器種@部位 外面施文@調整 内面施文 a調整 分類 備 アJ 

24-22 SI01 埋土 U立 無頚壷 無文 無文 3江 7
24-23 SI01理土中日P30 無頚壷 箆なで 無文 3江 6 
24-24 SI01 埋土中 RP47 長頚壷 箆なでe平行沈線文 無文 立 1-B
24-25 SI01 埋土中 RP1.2 長頚壷 平行沈線文 無文 立 l-A
24-26 SI01 埠土中 長頚壷 財政・人組様帯状文 無文 IX-3 
24-27 SIOl 埋土中 RP55 長頚壷 沈線文句貼糟 無文 IX-2 
24-28 SI01 埋土中 RP67 長類壷 沈線文@貼癌 無文 IX-2 
24-29 SI01理土中日P1016 長頚壷 LH縄文ー人組禄帯状文 無文 IX-3 
24-30 SI01 埋土上位 長頚壷

州 ι 砂 地自国

無文 IX-4 
山 7・"" 山間

2G 

28 

第24国 SIOl竪穴住居跡出土遺物実測@拓影図

第14表 出土遺物観察表

1
2よ

円べ

U



第 4章謂査む記録.
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第25図 8101竪穴住居跡出土造物実測図

第15表 出土遺物観察表

挿図番号 遺構名@層位@造物番号 器種・部位 !外聞施文・調整 内面施文'調整 分類 備考
25-31 i sS iI O0 I1 埋埋 浅鉢形土器 無文(研磨) 無文(研磨) 1唖-
25-32 上中 浅鉢形土器 無文(研磨) 無:文(研磨) 理-2
25-33 3I01 埋土中 RP43 浅鉢形二!こ器 無文(研磨) 無文(研磨) 噛 2-A
25-34 3I01 埋土中 RP57 台付浅鉢形土器 無文 無文 XJll-2 
25-35 3I01埋土中日P32 台付皿形土器 平行出議文・議議り接訪韓文 無文 XIV 
25-36 3I01 床面 RP53 異形台付土器 人組様帯状文・貼磨 無文 XlI -1 
25-37 3I01 埋土中 RP 香炉形上器?腕部下 沈韓文，朝日耕平行法器文 無文 XlI-2 
25-38 3101 埋土中 スタンプ状土製品 沈線文
25-39 3IOl 床面 RP31 土偶胴部上半 円形刺突文

- 32 -
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第26臨 SIOl竪穴住居跡出土造物拓影図

第16表 出土遺物観察表

持図番号 遺構名@層位。造物番号 器種@部位 外面施文・謡整 内面施文・調整 分類 {蔚 考

26-40 8IOl 埋土中 RP69 深鉢口縁部 日L縄文，平行脚文・制服文 無文 百 2-8
ワ氏 111 8IOl 埋土中 深鉢口縁部~胴部 LR縄文 無文 明-2-A

26-42 8IOl 床面 深鉢口縁部 斜条貝殻腹縁圧痕文 無文 耳 3 口唇亥日目

26-43 8IOl 埋土上位 深鉢口縁部 民殻条痕文 貝殻条痕文 聾 2 U傍民政政綜11控

26-44 8I01 埋土上位 深鉢口縁部 樹捌t践活接抗車x'fii:~誠司 Li:lきI 無文 E 5 補 修孔

26-45 8IOl 埋土上位 深鉢鋼部 貝殻条痕文 |貝殻条痕文 盟-2
26-46 8101 埋土上位 深鉢胴部 貝殻条痕文 貝殻条痕文

26-47 8101 理土中 RP77 深鉢胴部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 亜

円
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リ



第4章謂査の記録
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第27図 SIOl竪穴住居跡出土遺物実測図

第17表 出土よ毒物観察表

挿図番号 遺構名@層位 e 造物番号 器 種
計測値 (mm.g) 

石質 分類 備考
長さ最大幅最大厚重さ

27-48 8I01 埋土上位 石錐 40 21 10 8 頁岩 1類
27-49 8I01 埋土上位 石匙 (50) 20 貝岩 1類
27-50 8I01 埋土中 石匙 (60) 30 10 (18) 貰岩 l類
27-51 8I01 埋土中 石匙 71 31 10 16 頁岩 1類
27-52 8101 埋土中 石匙 61 40 10 275 頁岩 3類
27-53 8I01 埋土上位 箆状石器 51 30 

110 0 
25 頁岩 5類

27-54 8I01 埋土中 箆状石器 50 30 17 頁岩 3類
27-55 8I01 埋土上位 トランシェ様石器 60 51 10 56 頁岩 2類
27-56 8I01 床面 自IJ器 (100) 31 9 (29) 頁岩 2-A類
27-57 8I01 埋土中 削器 131 50 30 111 頁岩 2-B類
27-58 8IOl 埋土中 七錘 60 I 276 安山岩 1類|

- 34 -



第 2節検出造物と出土造物

S 102竪穴住居跡(第28図~第29図)

と確認状況]MA54.MB54グリッド

浮右質の降下火山灰

プラン確認面は第五

A)が堆積していた。そ

I層を掘り除いたところ、半円形を呈し

したところプランを検出した。

ある。浮石質の降下火山灰 は竪穴住居跡平面プランの

lま していた。南側の埋土上部にトレンチャーによる撹乱がみられるO は

隣接地にあり

跡が新しい。

[形態と規模]平面プランは円形と推測される

きなかった。南西側でSKF12フラスコ(袋)状土坑と るが、

東)は3.87m、

mである。

1.38mである。プラ

は不明である。現状での長11I届(北西

ら床面間での深さは0.40"'0.68

と第VI層(地山シラス)からなり、外傾する壁面は、固く締まってい

るが凹凸が多い。

NW 

~3.'1 

SE 

⑨ 

NW 78.00m SE 

1 1i¥J11'1 A )(If，j浮石府の純約。(，¥UI]111'1，IIJをうけていない。

2 辺住i色l-.(1()YH2/3)竪く締まっている。

6 黒褐色 L(10YH2/3)地山打fを多111:に1M人する。秋らかし、。

7 ;，¥¥ト白色+.(lOYH3/1) I\\J色の~~\く泣~il 咋iが何枚も Jj[' Tí'jL、尽く締まっている 0(11占1;1.;)

3 黒褐色 1:(lOYH3/l)J出LLft'L・JJU(小)を多!止に泌人する。i花く絡まっている o Kl トレンチャーによる波乱。

t! J'日潟包二l二(10YH3/1)地LLrNを少l.lti.記入する。 K2 ぇ;の総によるJ立iliL。

5 虫色二!こ(10YH2/l)懸く締まっている。

第28図 8102竪穴住居跡実測図
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第 4章 詔至宝の記録
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第29図 8102竪穴住居跡出土造物実測@拓影図

第18表 出土遺物観察表

挿図番号 遺構名@層位@造物番号 器種@部位 外部施文・調整 内面施文・龍整 分類 {席 アJ 

29-1 8I02 埋土中 深鉢口縁部 入組措帯状文・峨文・|自由 無文 国一 3-A
29-2 8I02 埋土中 壷? 蔵部 無文 無文

29-3 8I02 埋土中 香炉頭部 刻日付加徴陸帯 無文 3江
29-4 8I02 埋土中 深鉢口縁部 菱形割条員殺躍縁圧症文 無文 II-7 
29-5 8I02 埋土中 深鉢胸部 員制度縁痕文・東IJ突文 無文 II -16 
29-6 8I02 埋土上位 深鉢胴部 貝殻条痕文 民殻条痕文 盟 -2

挿図番号 遺構名・層位@遺物番号 器 種
計測f直(悶・ g)

石質 分類 備考
長さ 最大幅 最 大厚重 さ

29-7 8I02 埋土中 石匙 70 31 9 11 頁岩 1類

29-8 8I02 埋土中 石匙 51 40 10 26 頁岩 2類

29-9 8I02 埋土中 箆状石器 50 41 11 28 頁岩 3類

29-10 8I02 .埋土中 トランシェ様石器 50 40 10 19 頁岩 2類

29-11 8I02 埋土中 擦石 50 I 31 719 I安山岩 1類

ハh
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第 2節検出遺物と出土造物

[床面]第VI層(地iJJシラス)を指り込んでおり、踏み固められでほぼ平坦であった。この上に

1.5""'2，3cmの厚さの中に黒褐色土の極く薄い堅く締まった層とやや締まりのない騒が瓦層となっ

て2枚堆積していた。この堆積問中と下位には造物の出土が皆無であることから、この黒褐色

土の!二回が最終段階の床 t面と半iJ控rrした。

[柱穴〕柱穴操ピットは床面に 4笛検出したが上部構造を支える柱穴とは考えにくし可。壁際の

床面に16笛の/笥卜さなピットが巡っており所謂「壁柱穴Jと判断した。

[炉]調査区域外の東半部分にあったのか、調査部分では検出されなかった。

[出土遺物].埋土中から早期の貝殻腹縁圧痕文@貝殻条痕文土器片 3点、トランシェ様石器 1

点、後期の深鉢形土器服部上半破片 l点、香炉形土器頭部破片 l点、器種不明の底部破片 l点、

2点、箆状石器 l点、擦石 1点などが出土したの

S 103竪穴住居跡(第30図~第31図)

[検出位置と確認状況]MC54グリッドで検出したが、西側半分は現農道開削時に破壊されて

いた。また、平面的なプラン確認時には検出できなかったが、北西側で SKF10フラスコ(袋)

状土坑と重複していた。本住居跡の床面がフラスコ(袋)状土坑に掘り込まれており、本住居跡

信駐

E 

W 

1 号H，le.二l:(10YR3/1)地山村を傾く少1ft混入する。

2 黒褐色，J二C10YR2/2)J:也IJJt.'L・境(小)を浪人する。堅く担任まっている0

3 t者褐ElI二(10YR5/6)住民跡の墜lfIIがllij;:tcUfH立したもの。

K 木の恨によるJitiliL。

K 

第30関 SI03竪穴住居跡実測図
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第 4章調査の記録

の埋土に土坑の壁崩の一部が確認されたことから、

にある柱穴は本住居跡の埋土に掘られたものである。

1と判断した。また、南東側

[形態と規模] プランは円形と推測される は不明であるO 現状での長!福(東 は

3.98皿、短i幅(南一北)は1.10mである。プラン確認面から床面までは0.48'""'0.74mの深さであ

る。

砂礁を混入する第VI層(地山シラス)まで掘り込んでいるためか崩れやすい。土庄のため

かオーノてーハングしていた。

[床面]地山の河成機層が蕗出しており凹凸がある。貼床等は確認できなかった。

[柱穴]主柱穴は確認できなかった。南東側壁際の床面に所謂「壁柱穴jを8箇検出し、

にも同規模の小さな柱穴を 4筒検出した。

[炉]現農道開削特に破壊された西半部分にあったのか、残存部分では検出されなかった。

[出土造物]埋土中から早期の員殻腹縁圧痕文土器片 1点と後期の箆状石器 1点が、床面上か

ら後期の注口土器 I点が出土した。

ハハ
μ

-:J ~ 
第31関 8103竪穴住居跡実測@拓影図

第19表 出土遺物観察表

挿鴎番号 遺構名@層位@遺物番号 器種 a部位 外面施文・調整 内面施文 e調整 分類 備 考
31 1 SI03 床面 注口土器 接繰様帯縄文ー羽状縄文 無文 X-1 
31 2 SI03 埋土中 深鉢胸部 横条目錨鰯圧敵味1)突文 無文 II-3 註口先端欠損

挿鴎番号 遺構名@層位@遺物番号 器 種
計測値 (mm g) 

石質 分類 備考長ヤ対|平内重さ
31 3 SI03 埋土中 笛蛇石袈 61 I 30 I 10 I 22 頁岩 6類

S 104竪穴住居跡(第32図~第35図)

[検出位置と確認状況] MC52.53グリッドで検出したが、西側半分は現農道開削時に破壊さ

れていた。プラン確認面の第V属(地山漸移層)から第VI層(地山シラス)まで掘り込んで構築さ

れている。

[形態と規模] プランは円形と推測される は不明である。現状での長幅(南北)は

4.69m、 は1.80郎、プラン確認面から床面までの深さは0.70"-'0.86mである。

砂i擦を混入する (地山シラス)まで掘り込んでいるためか崩れやすい。 ため

口ひっ
ο



か部分的にオーバーハングしていた。

第 2節検出造物と出土造物

[床面]地山の河成機層が露出しており凹凸があるO は確認できなかった。

柱穴様ピットを床面に 8箇検出したが、主柱穴とは確認できなかった。東側壁際の床

面に所謂「壁柱穴Jを19笛検出した。
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造物出土状況

日m E 

I :.i.'，ifJ0， UIllYHZ/3)大泌浮li村・品I!を多1，¥1こ尚人する。

:.¥U目立ll:(10¥112/2)大iJM手石村・JJ担を泌人する。(洩はlより小さ L寸

3 :.IHfJ色 1:(lOYH2/2)"l~ く締まっている。

<1 ，I，U托J0， UlO¥'H3/わやや牧らかl'o

:.H>>Je[:(10YH乃/2)地!il村幸少lilile人する。締まっている 0

6 lIi'ilfJf立1.(10¥，H3/3))也山付・塊(大・小)と炭化物を泌人する。

7 11前日fill二(10¥'H3/3)1出ill!立・塊(小)を多lulこi民人する。i受く品目まっている 0

8 Jm日f!.¥1'，(10YH:V2)kini'!'，石粒を少li¥ilf.入する。

9 ;.g怯l8Hl0YWVll幣く締まっているoOV;Hミ)

第32図 SI04竪穴住居跡実測図

!( 木の恨による段目L
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第 4章調宜の記録
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11土日102'li手穴 fU'}l湖、 :1:トーの
i波1:と接合したので IIJ倒した。

第33図 8104竪穴住居跡出土造物実測@拓影図

第20表 出土造物観察表
挿図番号 遺構名 a 層位 a 遺物番号 器種@部位 外面施文・調整 内面施文 e調整 分類 備 タJ 

33-1 SI04 埋土中 RP3 壷? 底辺部 平行沈線文 無文
33-2 SI04 埋土中 壷? 踊部下半 無文 無文
33-3 SI04 埋土中 深鉢胴~蔵部 矧眠術tl:'~叩i想文・櫛・娘翼I 無文 V1I-7 
33-4 SI倒壊土中 RP3 深鉢口縁~胴上半 入組様帯状文・沈繰文・!閥 無文 四 3-A
33-5 SI04 埋土上位 台付上器台部 無文 無文 国一 2-A
33-6 SI04 埋土中 RP5.8 深鉢口縁~胴上半 2段の縄文R(LLL無文 国 2
33-7 SI04 埋土中 RP4.5 深鉢口縁~ß向上半 2段の縄文R(LLL無文 1喜一 2-A
33-8 SI04 埋土中 RP6'7 深鉢口縁~胴上半 2段の縄文R(LLL1無文 四 2
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第4章調査の記録

[炉]現農道関削時に破壊された西半部分にあったのか、残存部分では検出されなかった。

[出土造物]樫土中から後期の深鉢形土器6個体分(口縁部 5個体、胴下半 1個体)、

と忠、われる破片 2点、台付土器の台部破片 1点、石匙 2点、くぼみ石 l点、擦石 l点、早期の

貝殻条痕文土器片 5点の他、河原石が多量に出土した。いずれも樫土の中位から上位に多く、

住居廃絶後に投@廃棄されたと考えられるO 第33図4はS102竪穴住居跡の破片と接合した。

〈こご〉 18 

18・19: 

20 

20・21

第35悶 SI04竪穴住居跡出土遺物実測図

第22表 出土遺物観察表

計測{痘 (rnrn.g) 
挿図番号 遺構名@層位@造物番号 器種@部位

長さ最大幅最大厚重さ
SI04 埋土中 石匙 60 40 10 10 

日日日III0C[444 埋埋埋土土土中中由
石匙 71 31 9 35 

35-3 くぼみ石 90 60 21 709 
35-4 擦石 71 60 40 872 

S 105竪穴住居跡(第36図@第37図)

19 

21 

石質 分類 備考

貰岩 I 1類

頁岩 2類

安山岩 2類

安山岩 I類

と確認状況] MA49o MA50. M 849. M 850グ1)ッドで検出したが、西側の樫のー

部が現農道開削時に破壊されていた。プラン確認面の第V層(地山漸移層)から

ラス)まで掘り込んで構築されている。

(地山シ

[形態と規模] プランは長軸(北東一南西)5.13m、短車rHC北西-南東)4.39mの長円形

する。プラン確認、面から床面までの深さは0.40，..._，0.52mである。

やや外傾する壁面は凹凸が激しし'0
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第 2節検出造物と出土造物

第VI麗(地山シラス)を掘り込んでおり、堅く踏み囲められでほぼ平培であったが、

東側床面はとくに堅撒であった。この平坦面の上部lこ2.4'""3.7cmの厚さの中に黒褐色土の極く

薄い堅く締まった膳とやや締まりのない層が互層となって 2"'-'5枚堆積していた。こ

中と下位には造物の出土が皆無であったことから、この黒褐色土の上面が最終段階の床上面と

判所した。

〔柱穴]床面に柱穴様ピットを15箇検出した。上部構造を支える主柱の配援はP4-P8-P13-

P 15にP9とP2(P3)を加えたものと推定した。西側を除き、壁際の床面に42簡の小さなピッ

トが巡っており所謂「壁柱穴」と判断した。

[炉]床面中央部に長軸 6cm"'-'20cmの河原石(角磯@濡平磯を含む)を、直径60cmの円形

した石|型炉であるが、炉床の南側に深鉢形土器片(第37図 1)を敷いていた。

[出土遺物]炉床から後期の深鉢形土器 1僧体分が、埋土中から後期の深鉢形土器5個体分、

1僧体、

箆状石器 2点、磨製石斧 l点、

2個体、器種が不明な球状を呈する腕部破片 3個体、石匙3点、

2点、石刃様剥片 1点、剥片11点、早期の貝殻腹縁圧痕文

3点、貝殻条痕文土器片 1点、表裏縄文土器片 1点などが、床面から早期の貝殻腹縁圧

痕文土器片 1点が出土した。

S 107翠穴住居跡(第40図@第41図)

司会出位置と確認状況] LP46.LP47.LQ46.LQ47グリッドの第V層(地山漸移属)上面で

検出した。南側は農道開閉jにより破壊されていた。また、床面中央から南西側は風倒木のため

きく撹乱されていた。西側で柱穴様ピット P46及びS1 

竪穴住居跡より来IT しく、 P46より百 ~ìO

[形態と規模]南側が破壊されているため全容を知り得ないが、平面プランはほぼ円形を呈す

と るが、 S1 17 

ると思われる。現況では北東一南西2.60rn、北西一南東1.5rnの不整な半円形を景し、プラン

確認面から床面までの深さは0.10"'-'0.18rnである。

(地山神i移層二面から第VI層(地山)仁!こ1の河成機層まで掘り込まれており、壁面は

凹凸が激しいが拐く締まっていた。

る粘土混じり

りの床面に 1

して凹凸が激しい。

と考えられる[柱穴] ピット

小さく浅い柱穴様ピットを34筒検出した。

[炉]風倒木痕により南東側を破壊されているが、円形の石囲炉である。

埋土中から早期の貝殻文土器片 2点、中期の深鉢形土器 1個体分、石匙 1

1点、!揮製石斧]点が、床面上から後期の完形の台付浅鉢形土器 l個体と深鉢形土器 1

偶体分、壷形土器破片 1点が出土した。

円べ
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第4章調査の記録
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1 白j:(l(}YH日/1/開山i-*(!Jdそ梶入する性強L、。

.j尚色 iゴJOYH2/:n地山繍('1リそ説人1"る。締まり強く粘十iあり 3

5 向色1:00YH2/2)地山院と刷妙をIli人する。

i-i w'色悦よく締まってし占。

.'Mf立LC!UYH2/}i地山縫Vlサを多般に人寸るりや強し。

犯 にぶい出色出地ilH'<l_・i鬼(小)を多田にd1人するロ

9 にぶいp，同色 L(lfJYH.J/:-!)J包山l_w.r'J，)を多躍に起人写るQ

llj 出色 L(IUYHS/出J¥ll山・1鬼('1サを多JitJこ必人Jる。

第36図 8105竪穴住居跡 e炉実測図
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第37臨 8105竪穴住居跡出土遺物実測 e

挿図番号

37-1 
37-2 
37-3 
37-4 
37-
37-6 
37-7 

備考

F
h
U
 

A
斗
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第4章調査の記録

川ハハハ
M

N
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16 

17 

第38図 SI05竪穴住居跡出土造物実測@拓影図

第24表 出土違物観察表

挿図番号 遺構名 e 層位@造物番号 器種@部位 難耕一整 分類 備考

38-8 8I05 埋土中日P13 住日土器 無文 X-3-B 
38-9 8I05 埠土中 RP30 壷?腕中央~底 無文 IX-3 
38-10 8I05 床面 深鉢服部 縦位羽状員制度縁庄疲文無文 E 6 
38-11 8I05 埋土中 深鉢口縁部 平iTa議文・蹴峨員撒制圧i蚊|無文 日 15
38-12 8I05 埋土中 深鉢口縁部 験日設臨韓正富文・制突文 無文 Il 17 
38-13 8I05 埋土中 深鉢胴部 貝殻条痕文 無文 盟 2
38-14 8I05 埋土中 深鉢胴部 目設臨録証重文・w1j突文・北線文 貝殻条痕文 Il -16 
38-15 8I05 出土中 深鉢胴部 RL縄文 無文 V-l-A 
38-16 8105 .出土中 深鉢服部 RL縄文 RL縄文 V 2 
38-17 8105 埋土中 RP14 深鉢口縁部 人組様帯状文 無文 VJI… 5 
38-18 8105 埋土中 深鉢口縁部 入組様替;犬文 無文 VJI-5 

ρ
h
u
 

バ
斗
4



第 2節検出遺物と出土造物
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〈二二コ 30
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第39図 SI05竪穴住居跡出土遺物実測図

第25表 出土造物観察表

一 一//-ー~.~ /可¥
ノン ハ / / 、

28 メ/、{/ ¥ ¥ 
// ( " ¥¥ 1'-" 

¥〆 ¥'. ¥ ( 
~~ '-三...._~'--..-----一くY

ワ
i

A
斗ム

挿図番号 遺構名ー層位 a 造物番号 器 種
計測値 (mm.g) 

石質 分類 備考
長さ最大幅最大厚震さ

39-19 SI05 埋土中 石匙 60 20 8.5 7 頁岩 l類

39-20 SI05 埋土中 石匙 50 30 9 9 頁岩 l類

SI05 埋土中 箆状石器 60 40 11 33 頁岩 l類

39-22 SI05 埋土中 箆状石器 61 40 11 37 頁岩 2類

39-23 SI05 埋土中 箆状石器 70 30 11 38 頁岩 刃部欠損

39-24 SI05 埋土中 国Ij器 81 41 10 40 頁岩 2-A類

39-25 SI05 埋土中 削器 71 21 8 ]4 頁岩 l類

39-26 SI05 埋土中 箆状石器 41 30 10 12 頁岩 4類

39-27 SI05 埋土中 石刃様剥片 91 21 10 19 頁者

39-28 SI05 J:1:H二i二仁jJ 剥片 80 I 31 11 36 頁岩
39-29 SI05 埋土中 磨製石斧 (21) 21 11 (39) 韓色航者 1 C類刃部欠損

39-30 SI05 埋土中 石錘 51 41 10 156 安山岩 l類

I 39-31 SI05 炉内 石錘 60 51 11 227 安山岩 3類

〈こごこ〉

30・:J1



第 4章

W -

炉

調査の記録

《区

@-165 

丘一一一 77必m 5 

3 2 

4~ "、 11

11こぷいi広純住燦土 (5目白/4)砂質の燐!:，民仕掛を桜〈少盟誕入するu摂く締まっている。

21こ三い務純E主総 !:(5YRV4)絡まっているロ

::1 ij宇IS位後.:1:(5YR4/6)由化物を少量世人する。軟らかい。

/ 市/
一一一五

思/"，，- '¥ー7;($)

Jも ¥

?O Q 
風倒木痕範関

2m 

里穴住居跡

1 :mu巴tC!OYR2/3)地山位と地山1鬼(小)を極〈少混混入するa

2 1M色土(I0YR2/l)地山塊(小〉を極〈少鼠誕入する箇椅まり強いロ

3 IU色土(I0YH4/4)Jt!l山性・j鬼〔小)を多盤に由人するa

4 !Á~色 c(l OYH2/口地山1蒐{小)を緩く少量混入する0

5 ，~I色土(I0YH2/ l) J也山f[・1唱。J')を混入するu

6 !AUl!色i:(IOYR2/3)地山粒を多賀、焼土粒を極〈少量出入するロ粘性強いロ

7 :'叫局色土(IOYR2/2)地山位と地山塊(小)を少鼠担入する。粘性強い。

8 灰筑ISf主土(IOYR4/2)地山性と抽1]J;鬼(小)を緩く少盛世人する。

o ，" I~色土(I0YR.1/心地山総を多置に浪人する。給性強い。

叩 純脱色上(I0YR4/l)J臥b粒・粘オ粒を多量まに世入する。粘性強い匂

II 時尚也HIOYHJ/心地山粒・由化物を傾く少盈世入するa締まり強く粘性主主".

12 IÅ~純血オ(I0YR2/3)地山j鬼[小}を少録、炭化物を極く少鑓昌人する。締まり銭〈結性強L 、6

13 期色i:(I0YR2/1)鳩山線(小)を多鼠・由化物を少綴混入する。締まり強L、。

14 )，1，{潟色土(I0YH2/2)丸山JJf[を少既世入する。

15 !At色土(l町日/1)地山1制小)・由化軌を少箆混入するロ絡まり強く粘性強い。

16 何色土(lOYR4/心地山位多量、地山塊少震、l主化物を緩く少量混入する。t風樹木による揖乱)

17 黄m色土(I0YH5/6)地111位を多量、炭化物焼f粒を鎌〈少量混入する.(風樹木による置乱)

18 mUl色土(1OYR2/1)聖〈締まっている」貼跨)

.， ，古拙色 l:(10VH3/4)1tl!山粒を少銀世人する。締まっている。

明出国色!:(lOYH6/白地山位・嶋(大・小}を多量に世人するa締まりはし。

6 裁絡色士(lOYl泊/6)Jt4J1J粒・機(大・小}を多鼠に能人する。(国倒木による俊乱〉

第40図 8107竪穴住居跡@

S 108竪穴住膳跡(第42関~第44図)

[検出位置と確認状況]MA50.MA51.MB50.MB51グリッドで検出した。範囲確認調査時

に確認された竪穴住居跡であったが、 立 @第臨層で平面的にプランを確認することができ

ず、 プランの確認が第V層(地山漸移層)まで下がってしまった。第VI層(JlliiJJシラス)まで掘り

込んで構築されているO

[形態と プランは長軌(南-北)5.28m、短軸(東 西)4.24m し、

- 48 -
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第41国 SI07竪穴住居跡出土遺物実測@

第26表 出土遺物観察表

川
川
出

挿図番号 遺構名@層位@造物番号 器種 e部位 外面施文・調整 内面施文@罷整 分類 4荷 アJ 

41-1 8I07 埋土中

法台盆付7浅一官鉢一蔀
LR縄文.it器量下文・事l突文 無文 VI-5 

41 2 8I07 埋土中 R.L縄文 無文 区一 1

41 3 8I07 埋土中 弧状沈線文暗色塗彩 無文 区 5

41-4 8I07 埋土中 深鉢口縁~腕 R.L縄文 無文 四 2

41-5 8I07 埋土中 深鉢口縁部 横位弱状員殺臨縁圧痕文|無文 II-5 

41 6 8I07 埋土中 深鉢口縁部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 E 2 

挿図番号 遺構名・層位・造物番号 器 種
計測値 (rnrn.g) 

石質 分類 備考
長 さ最大幅最大厚重さ

41 7 8I07 埋土中 石匙 50 60 10 20 真岩 3額

41 8 8I07 埋埋土土中中 箆状石器 70 50 11 51 頁岩 2類

41 9 8I07 搭製石斧 41 30 11 135 経企語版岩 l-C類 て械部!
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第4章調査の記録

W 

2 

川⑬ :H!'叩

/仁》 配

A
V

⑨

。

番:;??

11 

1 色 1:(l0¥'1口/1)地111引を級く少h1iJf.人寸る。

日

白色 UIOミ地111粒をjJllt・法化物を傾く少litiIl人する併強いc

j '，HILH!'， j(刊、 1日守)地dlf:iと叩仕4可壱多に λする。枯

l.'!.u日色 UlI!YH'フ地ilJt!iそ多見仕物を将iくjl!tl起人するc枯位強t"

I!.¥m色 u山口組〆2)Jtl!!llt:，と出化物を世li1ili人する tMIありむ

6 防相色 i:( J(JYH;V.jJ J山 1I村を多J.t・1だ化物そ拘i く少人する ~f，'d!! あり c

7 ぽ品問色 L(lOYHA/2)地dlr:，とUHt物を少111必人、境 iを多Iilにdt人する。

旬 以!日色 I(}的>H:J/J)J'J.I.山村・仕物('1、j;を多目に混入する011，1'1ありロ

9 .'I.U品位 J-.(lOYlu/ワ)J由山刊を多目に説人せる。枯l'Iはく、県く締まっている C

10 犯色 L(}{jYf-t:I/，1)J1HJJI刊を;;lilに従人する位し~

， 11 出血 U!()YHλ/l)縞、にl叶色のれれ、制が何枚も占し、明く締まってt、る。(出川、)

12 炉内Jitj主1，

K ，1、に kるl覚

1 別出色J:(HJY!官/山間Il拘人 fるー締主り悼

~ .'Hl日巴J:(WYl切

7 

'1 色 1，山、〆J)j白山村そに人する"，fMjJiしっ

1 .'WUf~j: (lり \'1むし〆2)地 111引を少 hli1t人オるむ

5 Wf:立現引く締ま勺ている。

ii .'!¥色 L(WYH2/1jll引JJPを混入 3る。

;日色1:(1山 H2/:!)地山1止を 1J1人する】

P， tum色 L(10I1i:-J/2)地illf，';を多日に人するじ

'J 拙色]:(lOYI出/1)地dJt:，とりUL杓人するよく締まってる。

IU 出色L(lfJYH;j/!)時火付。

第42図 8I08竪穴住居跡@炉実測図
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第 2節検出造物と出土造物

プラン確認函から床面までの深さはO.27'""'-'O.36mである。

外傾する壁面 あり、やや締まりに欠け I~IJ凸が激し ~\o

[床面]第VI層(地山シラス)を掘り込んでおり、踏み毘められてほぼ平;出であった。この上面

に1.5'""'-'2.8cmの厚さの中に黒褐色土の極く薄い堅く締まった層とやや締まりのない層が互層と

なって 2"'-'3枚堆積していた。こ と下位には遺物の出土が皆無であることから、こ

の黒褐色土のよ面が最終段階の床上面と判断した。

[柱穴]柱穴様ピソトを床面lこ14箇検出したが、上部構造を支える主柱の配置はP2'""'-'P4-P7-

Pll-P14にP1とP6を加えたものと推定した。その他壁際に不整なくぼみも検出した。

¥ 

挿区!番号

43-1 

43-2 

43-3 

43-4 

43-5 

、今
ι 

1-，1 

第43図 8I08竪穴住居跡出土造物実測@拓影図

第27表 出土遺物観察表

遺構名@層位@造物番号 器種@部位 外国施文・調整 内面施文@調整

SI08 床面 深鉢口縁部 同IJ毛白文 無文

SI08 堤土中 RP31 深鉢口縁~腕部下半 無文 無文

SI08 床面 RP30 注口上器開部 制毛白文 無文

SI08 床面 HP2・3 深鉢 無文 無文

SI08 床面 深鉢口縁部 級協車紛f富x，約io1iH倣 無文

- 51 -
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11-18-A 



第 4章調査の記録

床面中央部に長軸23"'28cmの河原石を、南一北75cm、東一西70cmの略円形に配置し

囲い炉である。

半円状扇平打製石器 l

[出土造物]埋土中から後期の深鉢形土器 1個体分、石錐 l点、箆状石器 l 磨製石斧 1

石核 lトランシェ

が、床面から後期の深鉢形土器 2個体分、

2点が出土した。

ほか石刃様剥片 l点、剥片 4

1個体分、

く二〉 ζ二二ここ〉

ζ 二ご〉

ハ
υ] 

]]・ ]2

(i-]IJ 

第28表

く〉

くコ ]] 

第44関 SI08竪穴住居跡出土造物実測図
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挿留番号 造構名@層位@造物番号 *i'f 種
計測{痘 (rnm.g) 

4石質 分類 備考長さ最大幅最大厚重さ
44-6 8108 埋土中 七錐 51 31 10 19 頁岩 1類
44-7 8I08 床面 石匙 60 31 10 16 頁岩 l類
44-8 8I08 床面 石匙 70 30 10 20 頁岩 1類
44-9 8I08 床面 箆状石器 70 40 11 50 I頁岩 2類
44-10 8I08 埋土中 トランシェ様石器 71 11 40 53 頁岩 2類
44 11 8108 埋土中 磨製石斧 60 31 10 16] 緩急援ま岩 )-B類
44-12 8I08 埋土中 半円状総平打製1]器 100 41 11 336 安山岩



第 2節検出違構と出土遺物

土筑

S K06土坑 第49図 1'""-' 6 ) 

と確認状況] L T51 MA51グリッドで検出した。プラン確認面の第V層(地山漸移

から第四層(地111シラス)まで掘り込んで構築されているO 士;坑フoランは第V層で確認され

たが、埋土中にある巨大な河原石については第彊属中位でその存在を確認できた。

[形態と規模]平面プランは東…西1.20m、南一北1.16mの不整な円形を呈する。プラン確認

面から誌面までの深さはO.10'"'-'O.12mで断面形は鍋底形である。

と底面の状況]監面は凹凸が激しい。また誌面にも細かい出凸があり、浅いピットを14カ

所検出した。

[出土遺物].埋土中から巨大な磯 3点と掌大の偏平磯 1点、拳大の角磯3

の深鉢形土器片 9点、と壷形土器肩部破片 2点が出土したo

S K09土坑(第45図)

と確認状況]MC53グリッドで検出した。プラン確認面の第V層(地山漸移層)から

底面上に後期

第VI層(地山シラス)まで掘り込んで構築されている。

[形態と規模]平面プランは長径(南-北)O.70m、 一回)O.58mの長円形を呈し、断面

形は鍋底形であるO プラン確認面から底面までの深さはO.09"-'O.l1mである。

と底面の状況〕緩やかに外傾する壁面には小さな凹凸がみられ、凹凸のある底面には浅い

ピットを 5簡確認できた。

[出土遺物〕造物は出土しなかったo

S K 11土坑(第45図)

と確認状況] LT51.52グリッドで検出したが、東半部分が調査対象区域外であるO

(地山漸移層)と第百層(地LlJシラス)を掘り込んでいるが、地111の窪みに構築されていた。

上部に風倒木に因ると考えられる堆積土の乱れが観察された。

[形態と規模]平面プランはほぼ円形と推定され、長幅(北西-南東)1.33 m、短111福(北東一

西)58m、プラン確認面から底面までの深さはO.20"-'O.24mである。断面形は鍋底形である。

と底面の状況]大きく外傾する壁面と底面には細かい問凸が多い。

[出土遺物]造物は出土しなかった。

S K 13土坑(第46図、第49区])

と確認状況]MB53グJ)ッドで検出した。プラン躍認面の第V層(地山漸移層)から

まで掘り込んで構築されているO

[形態と規模]平面フ。ランは一辺1.10m前後の不整なi昭丸方形を呈する。深さは1.00，...__1.12m

で、 る。

q
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第 4章調査の記録
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4 出色 1.(10)']=(，1/6)地1111'>1・成(大・tJ、)を多Id:lこ泌人する。村山|あり。

5 11けず色 i'.(]()YH.7/8)砂Ti:のJwlIlC品1Iり過ぎ)

6 ;.1.¥出色 H10YH:J/ノ2>仙 1.'伐のj山111岐を多Id.にilt人する。村山|効!L'o
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2 1抗出色 l 'c lOYH:V:心地íl/H.Jw j)/lJ~(tJ，)を多 111 に泌人する G

:0 ;民俗色1J10YH2/:3)JWIJI~鬼(小)を泌人するυ

4 1I:'ilU8 j( lIJYH:V:分 JÜ! IJ/村・j由1I 11~(小)を少 r ， t泌人するC

5 nt'ilU色J(IOYFl:l/心地II/t>!を少は乱EA-J'る。もIjj'tJSり。

6 Iこぶし、1''iiU色 ICllJYH'1/日)J出山lJU(ノjサ会多!止に泌人する G

iく イ、の似によるJit乱。

第 2節検出遺構と出土造物
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11高知色J(IIJYH:V，f>JWIII村多Ilt.炭化物を少 111-出入する。

2 11庁出色 1(10iXl/日)JWIII村を出入する。締まり岐くもIj'f'/あり 0

:1 iU色 1(]OìRI/6)J山 111仰を ~ld に ilt人寸る。締まり '1\\1い。

J< 本のlHによるJi1乱。
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S K16 
] IIt'ilU色 1'.(IOYH:l/:l)JWlllf;i・炭化物を泌人する。締まり IJ1tL¥0 

2 にぷい抗ìU色 1.(]OYH4/:J)JWIIIJ.l~(tト)を多 !d、日;化物を怜i く少 !I \:il~人

する。締まり強い。
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第46図 SK13• SK14 • SK15 • SK16土坑実測図
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第4章調査の記録

と底面の状況]

が激しい。

はi蝶も露出し凹凸が激し lI。底面フ。ランは卵形(不整楠円形)で凹凸

[出土造物]埋土中から石匙 1点出土した。

S K14土坑(第46図)

[検出位霞と確認、状況]MA51.52グリッドで検出した。プラン確認面の第V層(地山漸移属)

か (地山シラス)まで掘り込んで構築されているO 柱穴様ピット P7と るがP7 

が新しし Io

[形態と規模]平面プランは直径1.20'--"'1.24mの略円形を呈する。プラン確認面から成面まで

の深さはO.05'"'-'0.24mである。断面形は鍋底形を呈する。

と寂面の状況]壁面はやや外傾する。凹凸の激しい底面は南側でさらに0.10'--"'0.15mの深

さで不整な楕円形に掘り謹めていた。誌面で柱穴様ピット 1簡と浅いピットを 9簡検出した。

[出土遺物〕遺物は出土しなかった。

S K15土坑(第46図)

[検出位置と確認状況] L S47グリッドで検出した。プラン確認面の第V膳(地山漸移層)上聞

から第四層(地山シラス)まで掘り込んで構築されているO

[形態と規模]長径(南一北)0.78m、短径(東一西)0.68mの長円形を呈し、プラン確認面から

底面までの深さは0.18'--"'0.20mである。断面形は逆台形を呈する。

と底面の状況]壁面はやや外傾する。出凸の激しい底面は南側に傾斜していた。底面の東

側に柱穴様ピット 1簡と浅いピットを 3筒検出した。

[出土遺物]遺物は出土しなかった。

S K16土坑(第46図)

[検出位置と確認状況] L S50グリッドで検出した。プラン確認面の第V層(地山漸移層)から

(地山シラス)まで掘り込んで構築されている。

[形態と規模]平面プランは一長車r11(東一四)0.99m、短~ifl1 (j街-北)0.55mの楕円形を呈する。プ

ラン確認面から底面までの深さは0.08'--"'0.10mである。 断面形は逆台形を呈する。

と底面の状況〕外傾する壁面には凹凸が激しい。底面も若干の凹凸がある。底面で柱穴様

ピット 1簡のほか、浅く小さなピットを14笛検出した。浅く小さなピットのうち 8簡は壁下方

の底面に検出した。

[出土i毒物]造物は出土しなかったo

S K20土坑(第47図)

と確認状況] L R47グリッドで検出した。プラン確認面の第V層(地山漸移層)上面

から第VI層(地山シラス)まで掘り込んで構築されている。
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_ w  [( @-61)) ~ 

S K20 
1 1，1!，褐色!~_(l OYH3/2)地LLI村・炭化物をilil人する。締まり強い0

2 災筒色 UI0YH5/6)池山Nをilil人する。軟らかL、。

3 1J.\ 15色 !-_(lOYH2/2)地Li l牧を多 litlこ iM人する。~~~く締まってし必0

4 褐色 Iこ(10YH4/心地Lil!![を多!止に混入する。秋らかい。

5 1りIÞm]色 i二(lOYH6/6)地Li IN を ill~人する。軟らかい。

6 II)-]t:(褐色 I二(lOYH6/6)J山山下立を傾く少hUl芸人する。軟らかい。

7 褐色!-_(10YH4/6)地11.1肢を混入する。軟らかい。

SK22 

山f 7'L60m E 

S K22 
1 1.1，¥褐色 1-_(10YH2/3)地I!I牧を多IJ¥(こ泌人する。軟らかl'o

2 IこぶいTWJ色土(10YH4/3)Jl出山村・境川、)を多l.tにilil人するo'f，lit't強L、

m 

第 2節検出遺構と出土遺物

只1<21

w 

S K21 
1 1.1，(何色土(lOYH3/2)J也Jfl牧・塊(小)を少l!lilt人サる。

2 bHlJ色 UI0¥アH5/6)地Jfl!止を浪人する。締まっている。

3 Iこぶい ti~fl:l色J二(10YH5/3)J也山N:・JJll(小)を少 1，\泌人する。もlît'!:あり。

S K23 

世

一己ノー
SE 75，OOm NW 

1 :.¥¥1品色 1:(10YR3/2)J1llillf.立与を少JrtiJt人する。

2 烈掲fu1:(10Yl=t2/3)Jl由Jflあ，H抱(小)を多I，tに泌人する0

3 lIiHtJ色!:(lOYH3/心地I!I*'/:会多Ijlに鋭人する。

4 に」品、災潟立~ !-_(10YH4/3)J也11.11立を多IUにilt人する。

5 IこぶしJ立製品色!-_(lOYH4/3)J也LLJ校・境(小)を多lltに泌人する。粘t'l守強い。

I 烈托j色十~(lOYH2/2)lkL II 色!:(10YH2/1)1IiiML

m 日許制色 1~_ (l OYH3/心地tllt!LiM入。 IV:J.\fお色!-_(1 0YH3/2) J1llJ1lt:LiLt入。

V lijU'~科目色 L: (1OYH6/6)JiJJJ110 

第47図 SK20 e SK21 • SK22 • SK23J二坑実測図

- 57 -



第4章調査の記録

[形態と規模]平面プランは直径0.73'-""0.79mの略円形を呈するO プラン確認面から底面まで

の深さは0.21'-""0.23mである。断面形は鍋j氏形を呈する O

[壁と底面の状況]壁面にはやや凹凸がある。底面にも若干の凹凸があり、ほぼ中央部で直径

0.22'-""0.26m、深さ0.06mの浅い柱穴様ピットを l笛検出した。

[出土遺物]遺物は出土しなかった。

S K21土坑(第47図)

[検出位置と確認状況] LT48グリッドで検出した。プラン確認面の第V層(地山漸移層〉上面

から第VI層(地山シラス)まで掘り込んで構築されている。

[形態と規模]平面プランは長径(東一西)0.96m、短径(南-北)0.70mの不整な長円形を呈す

るO プラン確認、麗から底面までの深さは0.13'-""0.17mである。断面形は鍋底形を呈するO

[壁と底部の状況]壁面は凹凸が激しい。底面はほぼ平坦であるが、壁面下の底面には小さな

柱穴様ピットを 5箇検出した。

[出土遺物]底面の中央東側に 5点の河原石が出土した。その他の遺物は出土しなかった。

S K22土坑(第47図)

[検出位置と確認状況]No.3トレンチのMG56グリッドで検出した。第V層(地山)を掘り込ん

で構築していた。

[形態と規模]平語プランは長径(東一西)0.76m、短径(南-北)0.68mのほぼ円形を呈する。

プラン確認面から底面までの深さは0.41'"'"'0.48 mであるO 断面形は段差のある U字形を呈する。

と底面の状況]壁面は外傾していた。 ほぼ平坦な底面の東側で直箆0.35'-""0.45m、深さ0.15

mの柱穴様ピットを検出した。

[出土遺物]西側の壁に寄りかかるように河原石が 1点底面に出土した。その他の遺物は出土

しなかった。

S K23土坑(第47図〉

〔検出位置と確認状況]No.3トレンチのMG55グリッドで検出した。プラン確認、面の第W層か

ら第V麗(地LL!)を掘り込んで構築していた。南半部分は発掘対象区域外である。

〔形態と規模]南半部分は発掘対象区域外であるが、平面プランは円形を呈すると思われるO

現況の長幅(南東一北西)は0.9m、短11届(北東一南西)は0.46mである。 トレンチ壁面の観察で

は、深さ0.40mであるO 断面形は鍋底形を皇する。

[壁と底面の状況]壁面は外傾していた。底面は中央に向かつて傾斜しており、中央部で直径

O. 18'-""0.20 m、深さ0.09mの柱穴様ピットを 1笛検出した。

[出土遺物]遺物は出土しなかった。

no 
「ひ



第 2節 検出遺構と出土遺物

フラスコ(袋)状土坑

S K F10フラスコ(袋)状土坑(第48図)

[検出位置と確認状況]MC54グリッドでS103竪穴住居跡中に検出した。 プラン確認時に重

捜しているのを見逃してしまったため、住居跡の理土とともに掘り込み、壁面の一部と底部し

か確認できなかった。底部上に住居跡の貼床痕跡もなく、若干残存する住居跡埋土に本土坑の

壁の一部が確認できたことから、住居跡よりも新しいと判断した。

[形態と規模]農道開削による法酉カットなどにより と規模を明らかにすることができな

かった。残存する底部は長径(南-北)1.23m、短径(東一回)1.12mの長円形を呈し、 プラン確

認、面からの深さは0.68'"'-'0.82mである。断面形は袋状を呈するO

と底面の状況]砂磯を混入する (地山シラス)まで掘り込んでおり、オ パーハソゲ

する は崩れやす~，。底面は地山の磯が露出し凹凸があるO

[出土遺物]埋土中から偏平な川原石が 2点出土した。

S K F12フラスコ(袋)状土坑(第48図、第49図8)

[検出位置と確認状況]MB54グリッドでS102竪穴住居跡と して検出した。本土筑の壁

面の一部が住居跡に破壊されており、本土況が古い。

日f

[形態と規模]関口部は推定長径(東一西)0.9皿、短径(南北)0.7mの不整長円形、底部は長

SKFI0 

第48図

77-10m E 
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¥ l "む一一...----.ペ1/1
、'-..._ エ夜、~I__./ ノへ/
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77.'10m 

1 11日出色 IC10YH:Vノ:llJiliillt!iをViiく少rll:泌人する0*";1'1ーあり。

E 

!.IH白色 1(IOYH:V~)J由山村を多 1 ft、炭化物をドく少 1，\泌人する。締まりない

:1 !.I.¥lUi立1(1IlYH2/2)J出IU:[・1虫(!Jサを少l，tiE人する。Wil'lーあり。

4 1りJMl品色 1.(]OY]{(i/8)Jt!JIIIP・JJ¥!U;.!Jすを多!止に泌人宇る。(ll，Iilよかっ j

.'HlUf立!(lOYH2/2)J出1111'1.を少IJt泌人するつ"j"く締まっている。

6 .'.lnu~ 1J10γH2/2)J出1111:[を少ljt泌人する。牧らかL、

SKF10 • SKF12フラスコ(袋)状土坑実測図
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第4章調査の記録

径(南 北)1.12m、短径(東一西)0.95mの不整長円形を呈し、プラン確認面からの深さは0.35

"-'0.46mである。 断面形は袋状を呈する。

と底面の状況]固く締まった第V層(地山漸移層)と第VI層(地山シラス)を掘り込んで造ら

れており、オーバーハングする く締まっていた。 は中央部が0.05'""0.07mさらに掘

り下げられ、堅く締まった明黄褐色土が堆積していた。貼床ではなし 1かと考えられた。

[出土遺物] ら後期の深鉢形土器片 1点が出土した。

-
u
u
 

ご j)、
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す
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1 -6 日1，06
7・SU3

8 ・日1¥ト 12

1-6・8

第49悶 SK06土坑 SK13土坑.SKF12フラスコ(袋)状土坑出土遺物実測@拓影図

第29表 出土遺物観察表

挿関番号 遺構名@層位@遺物番号 器種・部位 外国施文 e調整 内面施文@調整 分類 備 考

49-1 SK06 床面 PR8.l0 深鉢口縁部 磨出縄文@貼癌 無文 ¥1]-6 
49-2 SK06 床面 RP5 深鉢口縁部 RL縄文e制毛目文 無文 VII-2 
49-3 SK06 床面 RP2 深鉢口縁部 LR縄文

耳語E;l t文文文文

VII-2 
49-4 SK06 床面 j~ ，rrÆ 同日 RL縄文 VII 2 
49 5 SK06 .埋土中

壷壷 ? ? 守署部部
λλ~-丈詑自主〉ど 区

49-6 SK06 埋土中 RP6 沈線文日占癌
49-8 SKF10 埋土中 深鉢服部 単l![由絡条体 無文 VII-ll 

挿国番号 遺構名@層位@造物番号 器 種 ロー豆測苅{直議rn. g) 石質 分類 備考
長さ 大淳|重さ

49-7 SK13 .埋二!こ中 石匙 51 20 I 8 I 6 頁岩 l類 先端部欠損l

中央部平坦面の第E にかけて拳大~人頭大以上の河原石が多数出土した(第50

第51図)。このうちまとまりのある 2カ

S Q01配石遺構(第52図、第53図 1'"" 6) 

L S49. L S50. L T49. L T50グリッドの第E

としてとらえた。

LtこO

[形態と 東…西3.5m、南一北3.5mの範屈でIIJ記1.5mのL りするよう

よびそれ以上の @角!擦を並べ、その縁取りの中の一隅にさらに人頭大の河原石や

60 -
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第 2節検出遺構と出土造物

それ以上の河原石を積み上げ、ていた。配石下および周辺で落ち込み等は検出できなかった。

[出土造物] 間か 3点とトランシェ l 削器 1点のほ

か石刃様剥片 2点が出土した。

S Q02配石遺構(第52図、第53図 7，-..，12) 

MA50.51グリッドの第五 した。

〔形態と規模]一辺2.5mの方形に拳大~人頭大以上の向原石で縁取りし、北側半分に

を敷き並べていた。配石下および周辺で土坑@落ち込み等は検出できなかった。

十

。。

第50図 i喋群分布状況図

-61 
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第4章調査の記録

S草野‘
キ‘法訟gF- て二二二二三〉

一日

パハハリ
υ

ハハリ
U

1~6 日QOl配石遺憾

7 ~12 日(~02自己石遺構

f
u
 

繍
昭

器19 円
U
l

11 

1 ~1() 

第53関 SQOl配石遺構 SQ02配石遺構出土遺物実測@拓影図

第30表 出土遺物観察表

(
U
 II 

挿図番号 遺構名@麗位@遺物番号 器種@部位 外国施文・調整 内面施文・調整 分類 {蔚 考

53 l SQOl 深鉢口縁部 横位羽状員設腹縁正鹿文 員殻条痕文 宜 5 
53~ 2 SQ01 深鉢口縁部 斜条貝殻腹縁圧痘文 無文 II 3 H底目諮臨綬停府す
53-3 SQOl 深鉢口縁部 矢羽根状沈線文 無文 日T- 1 口唇刻目
53-6 SQ02 深鉢腕部 RL縄文・沈線文 無文 IV-3 
53-7 SQ02 深鉢胴部 単軸絡条体 無文 V1I-1l 
53-8 SQ02 深鉢胸部 組条目詰腹縁圧症文・制突文 〉く 百 7 
53-9 SQ02 深鉢口縁部 沈線文 無文 V1I -10 
53-10 SQ02 深鉢胴部 縄L 無文 百-2-A

持層番号 遺構名@層位造物番号 器 F重 計測{直 (m最m大e 厚 石質 分類 備考
長さ最大幅 重さ

53-4 SQOl 箆状石器 50 40 頁岩 3類
53-5 SQ01 トランシェ傑石器 51 41 頁岩 2類
53-11 SQ02 RQl ~l~円状踊平打製石器 190 71 安山岩

[出土造物]i擦と礁の間から

1点が出土した。

[その他]河原石は火熱を受けたものが多く、当初「石間炉Jとして使用したものと考えたが、

火熱を受けた部分に規則性がなく再利用されたものと判断した。

1点、後期の土器片 4点、前期の半円状扇平打製石

- 64 



第 3節追構外出土造物

柱穴様ピット(第 6密)

日 にかけて竪穴住居跡等の外部あるいは埋土中に46箇検出した。検出状況と

埋土の土性から43笛は中~後期の柱穴様ピットと判断した。

3節遺構外 出土遺物(第54図~第72図)

( 1 ) トレンチ出土の遺物(第54055図)

南東側平坦聞に設定したNO.lトレンチ、 NO.2トレンチでは、埋没した谷状地形を検出したo

NO.lトレンチでは、堆積土層の中位に古代の降下火山灰である大湯浮石層が認められ、この

火山灰の上位か

1点、後期の深鉢形土器 2個体分、

からの出土であった。

NO.2トレンチでの遺物の出土はなかった。

北西側平坦面に設定したNo.3トレンチでは土器の出土はなく、第 I層から削器 1

斧破片 3点の出土であった(第55図)。磨製石斧破片 3点は擦切技法によって製作されたもので

l点と 1点が、下位から中期の深鉢形土

1点が出土した(第54図)。管状土製品は撹乱され

ある。破断面の観察では横斧的な(手斧的な)使用により破損したとみられる。

( 2 ) 中央部平祖面のグリッド出土の土器(第57図~第64図)と石器(第65図~第72図)

中央部平坦面では原則として遺構内の造物以外は、グリッドと層位毎に収納した。トレンチャー

による撹乱溝の造物も SDNo.とグリッド名を付して収納した。

土器は縄文時代早期の土器群のあと、中期の土器群、後期の土器群とJI債に掲載した。

はトランシェ様石器、石鎌、石槍、石錐、石匙、箆状石器、掻器、削器、磨製石斧、石錘、

くぼみ石、擦石、半円状扇平打製石器、鉢状石製品、円盤状石製品、石刃様剥J::;-等のJI聞に掲載

した。また、拓影図@実測図の下部には観察表を掲載した。

( 3 ) 遺物の分類基準

土器

本遺跡の発掘調査では、 e外から20箱分の土器@ したが、竪穴住居跡や土

らは完形@復原土器が多く出土し、遺構外あるいはトレンチャーによる撹乱部分からは

破片が多く出土した。このため、土器の分類にあたっては完形@復原土器、破片を併せて分類

した。 出土した土器は、縄文時代早期@中期 e後期に属するが、後期のものが多く早期がそれに

次ぐ。中期のものは僅少であるO

早期の土器は、図上復原を含めても復原できたものが僅少であることから施文原体と

成を主に分類した。

中期と後期の土器は、完Jr~.復原土器が多いことから器形と文様構成から した。器形に

に
U

F
O
 



第4章調査の記録

ついては深鉢形土器@浅鉢形土器@壷形土器@注口土器@香炉形土器@異形台付土器@台付浅鉢形土

台付JJll形土器に分類した。 i架鉢形@浅鉢形@血形は仁!径と高さの比率により区分した。すなわ

ち器高が口径以上のものを深鉢形、器高が口径の 2/3以下""'1/3以上のものを浅鉢形と区

分した。

第 I群土器 縄文時代早期の無文の土器を一括した。

E群十器 縄文時代早期の殻表面が放射肋で刻まれ、殻内面にも刻みをもっ二枚貝の貝殻

を主要な施文原体とする した。貝殻の使用部位@手法@文様構成により

20類に細分した。

1類 器商に対し、貝殻の腹縁をほぼ垂直にして押圧した縦条腹縁圧痕文を施文した土器。

第 2類 器産百に対し、貝殻の腹縁をほぼ平行にして押圧した横条腹縁圧痕文を施文した土器。

3類 器面に対し、貝殻の腹縁を30""'60度傾けて押圧した斜条腹縁圧痕文を施文した土器。

第 4類 斜条旗縁圧痕文の傾きの異なるものを鋸歯状に組み合わせ、横方向に施文した

器。

5類 斜条腹縁庄痕文の傾きの異なるものを組み合わせ、結束させた単位文様を横方向に

施文した横位羽状腹縁圧痕文を施文した土器。

第 6類 斜条腹縁痕文の傾きの異なるものを組み合わせ、

施文した縦位羽状腹縁圧痕文を施文した土器。

させた単位文様を縦方向に

7鎮 斜条腹縁圧痕文の傾きの異なるものを菱形に組み合わせた土器。

第 8類 器面に貝殻の腹縁をあて、上ドに支点を変えながら押圧移動させた貝殻腹縁連続波

状圧痕文を施文した土器。

9類 器面に貝殻の腹縁をあて、連続的に押圧しながら引きずる貝殻腹縁押し引き文を施

文した土器。

第10類 器面に対して殻内面を上にIU"Jけ、殻表面の放射肋で刻まれた面を横方向に押圧施文

した貝殻殻表圧痕文を施文し

貝殻の放射肋あるいは刻みによる凹凸面を器面に当て、凹凸に平行に引きずり施文

する貝殻条痕文を施文した土器。

第12類 縦条の貝殻腹縁文を地文として細い平行沈線文を付加した文様構成をもっ土器O

第13類 2種類の貝殻腹縁圧痕文を施文し

第14類 横条の貝殻腹縁文にクランク状沈線文を付加した文様構成をも

第15類 横位の沼状員殻腹縁文を地文として平行沈線文を付加した文様構成をも

第16類 3条 1 る貝殻膜縁文によるクランク状区画文を施文し、屈曲部や接点

よる刺突文(円形東日痕)を施文し
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第55図 NO.3トレンチ出土遺物実測図

第32表 出土造物観察表

挿区i番号 トレンチ@層位 種
計測値 (mm.g) 

石質 分類 備考
長さ最大幅最大厚重さ

55-1 NO.3トレンチ 削器 111 50 11 50 頁岩 l類
55-2 No.3トレンチ 磨製石斧 (70) 30 20 (215) 緑急j鰍岩 l-C 刃部欠損
55-3 NO.3トレンチ 磨製:ti斧 (31) 30 11 (73) 緑色離反岩 l-V 刃部欠損
55-4 NO.3トレンチ 磨製石斧 (40) 31 20 (136) 縁色謀反岩 2頼

第17類 良殻腹縁圧痕文と刺突文を施文した土器を一括したが、良殻腹縁圧痕文の施文方法

により細分した。

第17類-A 横条艮殻腹縁圧痕文を施文し

-B 斜条貝殻腹縁圧痕文を施文し

第17類 C 縦位貝殻腹縁圧痕文を施文し

第17類一D 植位民殻腹縁圧痕文を施文し

第17類-E 2樟類以上の員殻腹縁圧痕文を施文し

斜位の貝殻腹縁文を地文として平行沈線文と刺突文を付加した文様構成を

沈線文と刺突文の施文工具により 2種に細分した。

第18類-A 半裁竹管状工呉による平行沈線文と竹管状工具による刺突文。

第18類 B 箆状工具による平行沈線文と棒状工具による刺突文(円形刺痕)。

第19類 員殻腹縁圧痕文と半裁竹管による押し引き文および貝殻条痕文を施文し
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第56図遺構外出土造物拓影図

第33表 出土遺物観察表

挿図番号 グリッド名 層位 器種部位 外面施文調整 内面施文ー調整 分類 備考

56 MA50漉 .LT49N 深鉢口縁部 蹴職員設臨時文・自11蚊 無文 日 17-D 
56-2 MB51 班 深鉢口縁部 詰位羽拡見詰蹴服文・縦突文 無文 E E-!?-5 D 
56 3 LT48 II 深鉢口縁部 h担111 官民殻条痕文

56 4 LT48 直 深鉢口縁部 耳目殻条痕文 E 5 
56-5 LS48 II 深鉢口縁部 横位羽状員殻腹縁圧鹿文 貝殻条痕文 E 5 口署員搬駈鮫

56-6 LT50 II 深鉢口縁部 横位羽状員設腹縁圧鹿文 員殻条痕文 II-5 

56 7 LT49 m 深鉢口縁部 横位羽状良識腹縁圧症文 員殻条痕文 II 5 

56-8 MA49蛮 深鉢口縁部 斜条貝殻腹縁在iN文 貝殻条痕文 II 3 

56-9 LP47 II 深鉢口縁部 組職服蹴E車文ー*11史文 無文 n -17-D 

56-10 LT49 II i深鉢桐部 話位羽瓶詰腹緩E鹿川突文 無文 n -17-D 

56-11 MB52 直 深鉢口縁部 都WA潟樹液x.'終段蹴iE鼠|無文 E 4 

56-12 MB52 II 深鉢口縁部 斜条貝殻腹縁圧痕文 員殻条痕文 E 11区 iニJitiflJJ絞円 18X 

56-13 五I1B52 1 深鉢口縁部 員殻条痕文 III 4 は密主Uu版採ttI.段λ

民殻腹縁押し引き文を地文とし、沈線文を付加し

縄文時代早期の貝殻条痕文の施文さ

みに施文し

した。 2類に細分した。
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第 4章調査の記録

挿鴎番号 グリッド名@層位

57-14 MA49 班

57-15 MA49 班

57-16 LT52 E 

57-17 MA50 II 
57-18 M上351 班

57-19 LS50 E 

57-20 MA52 II 
57-21 MA51 II 
57-22 LT51 E 

57-23 MB53 II 
57-24 LT50 E 

57-25 LT51 車

u 
17 

21 22 

23 

第57図遺構外出土造物拓影関

第34表 出土遺物観察表

器種 e部位 外面施文・調整

深鉢1同部 樹ぜ縫額制総機敏榔蹴

深鉢口縁部 菱)l;制条員設腹縁圧症文

深鉢服部 菱形劇条員設腹縁圧症文

深鉢口縁部 韓条目設麟圧症1・織目器蹴ifix
深鉢服部 齢tl繊細笈文・部条H最臨器産文

深鉢口縁部 員搬縁文連競技状腺文

深鉢嗣部 験日設協圧症文・Wlj突文

深鉢胸部 接条員設蹴圧症文・申l突文
深鉢口縁部 ~j条fì機器E富x'融関車量産文

深鉢胴部 縦位羽状員制服圧車文

深鉢口縁部 経位羽状員設腹縁在慎文

深鉢口縁部
おI内 4

内面施文・識整

貝殻条痕文

貝殻条痕文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

無文

2類 貝殻条痕文を器表面と裏面に施文した土器。

211 

分類 備 考

E…17-E 
E 7 
立 7 
II 13 
II 13 
II-8 日閣議題緩服文

n -17-A 
n -17-A 

II 13 
耳 6 
II-6 

口語[糊続制凱

第W群土器 縄文時代早期の沈線あるいは料突文で文様構成するこt器を一括した。 2類に細

分した。

第 1類 短かい沈線を矢羽根状に数段施文し

2類 四角い刺突文を数段施文した土器。

- 70 -



川
ハ
川

U

場弘

:l:3 

日日

第58図遺構外出土遺物拓影図

第35表 出土遺物観察表

第 3節造構外出土造物

28 

ーハ
U29 

3H 

挿国番号 グリッド名@層位 器種@部位 外釦施文・調整 内自施文・調整 l分類 備 考

58-26 LR46 II.買 深鉢胴部 菱!日制条員設腹緩圧接文 無文 II-7 
58-27 LS48 深鉢胴部 機日誌腹縁圧症文ー刺突文 無文 n -17-B 
58-28 MA53 II 深鉢口縁部 組条目設題韓正富文・刺突文 無文 立-17-B門医目諮臨綬応能す

58-29 LS49 IV 深鉢口縁部 ;鰯闘車I側側文側敗|無文 立 13
58-30 LT51 盟 深鉢口縁部 見詰蹴押し引き文性器文 無文 II -20 
58-3] MA52 II I深深鉢鉢胸胸部部 貝殻腹縁押し引き文 無文 耳 9 
58-32 LP47 m 貝殻腹縁押し引き文 無文 n 11 
58-33 MA50 II 深鉢口縁部 織目設麟圧症文・制刺突文 無文 五 16
58-34 LS49 V i深鉢服部 韓条目設臨ま車文・鰍刺突文 無文 II -16 
58-35 LT50 II 深鉢腕部 機織鶴間文・制服文 無文 立-16
58-36 MA49 m.MB50立 深鉢口縁部 割条服控訴苦虫文ーiJ議文・鰍校校 無文 立-18-A口融機器在献
58-37 MA52 II 深鉢口縁部 詩集員機館長文・iJ議文・鰍事故 無文 日-18-B 
58-38 MA51 II 深鉢口縁部 鰯潤星決?うン?腕蹴T叙 無文 II 14 

1
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第4章調査の記録

第V群土器 縄文時代早期の縄文を主要な施完!京体とする

に細分した。

1類 器表面のみに縄文を施文した土器であるが、

l類 A 裏面が無文の土器。

第 1類-B 裏面に条痕がみられる

2類縄文を器表面と裏面に施文した土器。

第VI群土器 縄文時代中期の深鉢形土器を一括した。

第 1類 口縁部に大形の弁状突起をもっ深鉢形土器で文様構成により細分した。

ある。施文部位により 2類

より 2種に細分した。

1類-A 大形の弁状突起をもっ肥摩した口縁で、頚部に刻み目状の撚糸圧痕列の施文

した騒帯を巡らして口縁部文様帯を区画し、 i翠帯閤に押庄縄文を充填し

第 1類-B 表裏に粘土紐を貼付した大形の弁状突起をもち、縄文地に 2'"'-'3条 l組の直

線的な沈線文を垂下@横走させる

2類胴部中央がやや膨ら し、太い RL縄文を地文とする土器で沈線文のモチ

フにより細分した。

第 2類-A 胴部中央に緩やかな波状沈線文を一巡させて文様帯を区画し、上半に 2条 1

紐の沈線による幅広な波状文を一巡させ口縁部を磨消している

2類-B 3条 1組の平行沈線文でよ下を区画し、連続波状文を充;填施文し

第 3類 縄文を地文として施文の後、幅広の沈線文を横走@垂下させた土器。口縁形状と部

位により細分した。

3類 A 平縁の

3類 B 波状

る破片。

る破片。

3類一 C 服部のみの破片。

第 4類 外反する口縁部を磨消し、服部に RL縄文を地文として施文する。 2条 1単位の沈

線による垂下文を描く

5類肩部の張った器形を呈し、口縁部は磨消し、

する。 2~3 条 1 単位の沈線による垂下文を描く

第 5類-A 肩部に刺突列を 1条巡ら

RL縄文を地文として施文

刺突文の有無で細分した。

5 

第四群土器

B 料突文の施文されなし

縄文時代後期の深鉢形土器を一括した。 と文様構成により13類に分類した。

に2個 1単位と l個 1単位の小さな山形突起をもち、胴部上半に波状

とする文様帯をも

口縁部が内湾気味に立ちとがる器形で器表全面に縄文を施文し 口縁形状に2 
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第 3節遺構外出土造物
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第59図遺構外出土遺物拓影図

第36表 出土造物観察表

挿図番号グリッド名@層位 器種@部位 外国施文 e調整 内面施文@調整 分類 {蔚 考

59-39 IMA52 II j架鉢口縁部 東IJ突文 無文 百 2 口居
;1 刻亥H 

59-40 IMA52 II 深鉢口縁部 東日突文 無文 口居

59-41 MA52宜 深鉢腕部 矢羽根状沈線文 無文 補j重E
59-42 MA52 II 深鉢口縁部 矢羽恨状沈線文 無文 日産f刻
59-43 MA52 II 深鉢服部 矢羽根状沈線文・刺突文 無文 N-1 
59-44 MA52 II 深鉢胸部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 N-1 
59-15 MB57 1 深鉢口縁部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 盟 2 

59-16 LT18 N 深鉢口縁部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 ill-2 

59-47 MA51 II 四i砿!緑tf~ 貝殻条痕文 貝殻条痕文 現-2

59-48 MA53 II 〉安稿!縁部 貝殻条痕文 民殻条癌立

59-49 MB53 II 深鉢口縁部 員殻条痕文 居殻各府y 口唇刻目

59-50 LP47 II 深鉢胴部 民殻条痕文 無文

59-51 LT57 II 深鉢口縁部 員殻条痕文 貝殻条痕文 ill-2 

より細分した0

2類 -A 平縁の口縁を呈する土器。

2類 B 小波状の
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第4章調査の記録
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56 
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第60関遺構外出土遺物拓影間

第37表 出土造物観察表

挿図番号 グリッド名@屑位 器種@部位 外面施文@調整 舟顕施文@調整 分類 備 考
60-52 LT50 H 深鉢服部部 貝殻条痕文 貝殻条痕文 盟 2 
60-53 深鉢胴 貝殻条痕文 貝殻条痕文MB53 亘 鹿 2 
60-54 LT51 H 深鉢口縁部 RL縄文 無文 V-]-A 
60-55 LT51 E 深鉢口縁部 RL縄文 無文 V-]-A 
60-56 LS48 IV 深鉢胸部 RL縄文 無文 V l-A 
60-57 MB51 II 深鉢口縁部 RL縄文 RL縄文 V-2 
60-58 MC50 m 深鉢胸部 RL縄文 RL縄文 V 心。
60-59 LQ47 宜 深鉢腕部 RL縄文 無文 V-J-A 
60-60 MB51 II 深鉢胸部 RL縄文 RL縄文 V-2 
60-61 MB51 II 深鉢胴部

縄縄縄文文文

RL縄文 V-2 
60-62 MA49 II 深鉢腕部 無文 V-l 
60-63 LT51 豆 |深鉢腕部 日L縄文 V 2 

A
叫ム

ワ
i
・



E 

1 
1 
1 
1 
6 
1 

1 
1 
1 、、、、、、

¥ 

、す

、、、、、、、
¥ 

¥ 、
‘、

¥比

¥じ「
6，1のみ 10cm 

第61函遺構外出土遺物実測@拓影図

第38表 出土造物観察表

第 3節遺構外出土造物

挿図番号 グリッド名@層位 器種・部位 外面施文・調整 内面施文・調整 分類 {詣 考

61-64 LS48 盟 片口付深鉢口縁部 韓条賊~縁在車文引11撒文 j 無文 II -12 口署員融緩E敵
61-65 LT49 E 深鉢成部 無文 無文 I 

61-66 MA51 m 深鉢底部 無文 無文 I 

61-67 LT48 m 無文 無文 I 

61-68 IMA53 班 ï~忠告広'Ff-首" 無文 無:文

61-69 MA51 m 深鉢底部 無文 無文 I 

61-70 MA52 1 深鉢底部 無文 無文 I 

61-71 MA49 m 深鉢鼠部 RL縄文 無文 I-l-A 

61-72 叫A53 1 深鉢誌部 無文 無文

61-73 LT50 立 深鉢底部 無文 無文

3類平縁の し、入組様の帯状文を施文し 貼癌の付加の有無により細分

した。

3類-A H，!i痛のある

第 3類-B 貼癌のない

第 4類 波状の口縁で入組様の帯状文と貼癒を施文した土器。

5類 仁i縁部に小さく鋭いLLI形突起をも

第 6類 日占癒を施文した大きな波状口縁をもっ土器O

- 75 -
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第62図遺構外出土遺物拓影図

第39表 第39表出土造物観察表

挿図番号 グリッド名@層位 器種@部位 外商施文 e調整 内面施文e謡整 分類!備 考

62-74 MA53 I ie話2il"，1>.1 1;¥詰E 計九 !珪帯・押圧縄文 無文 IV-I-A 
62-75 MA52 l l深鉢口縁部 隆帯@搾庄縄文 無文
62-76 MA53 I 深鉢口縁部 隆帯。押圧縄文 無文 IV-
62-77 LS49 立 深鉢口縁部 粘土紐付'RL縄文・沈線文 無文 IV-I-B 
62-78 MA49 rr 深鉢口縁部 RL縄文・沈線垂下文 無文 IV-4 
62-79 LS47 班 保 Wl'H阿部 RL縄文・平行仕掛文・a:線量下文 無文 IV-5 
62-80 LS48 E 深鉢桐部 RL縄文ー平日勝文・沈報量下文 無文 IV-5 

6622882 1 
LT48 rr 深鉢腕部 HL縄文・平行雄文ーa:継下文 無文 IV-5 
MA49 rr.麗 深鉢胴部 RL縄文情報量下文帰円形文・円形文 無文 IV-5 

62-83 LS48 rr 深鉢底辺部 RL縄文@沈線垂 F文 無文 IV-5 
62-84 LT48 日 深鉢底辺部 RL縄文@沈線垂下文 無文 IV-5 

7類 矢羽根状の沈線文と貼痛を施文し

8類 器表全面に刷毛目文を施文し

ヨ類羽状縄文を施文し

第10類平行沈線文と磨消縄文を施文し
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第 4章調査の記録

第11類撚糸文を施文した土器。

第12類 小波状の口縁で肩部が張り出す器形を皇し、縄文を施文した土器。

第13類無文の土器。

第四群土器 縄文時代後期の浅鉢形土器。器形から 2類に細分した。

第 l類 底径が口径の 1/3程度で、底部から口縁部へ急激に立ち上がる土器。

2類 底径が口径の 1/4程度で、底部から口縁部へ緩やかに立ち上がる土器で口縁部の

形状からさらに 2細分した。

第 2類 A 平縁の口縁を呈する土器。

2類-B 平縁の口縁に三頭 1単位の突起を付加した土器。

第区群土器 縄文時代後期の壷形土器を一括するが、器形と文様構成により 8類に帝国分した。

第 1類 フラスコ型の長頚壷形土器。体部への文様施文の有無により 2種に細分する。

第 1類-A 体部に 2条 1単位の平行沈線文を網目状に施文した長頚壷形土器。

第 1類-B 体部が無文の長頚壷形土器。

2類 大きく外傾する口縁部をもち、貼癒のある長頚壷形土器。

第 3類 体部に入組様の帯状文を施文した壷形土器。

第4類 体部に沈線文を施文し、沈線の交差部分に貼療を付加した壷形土器。

5類 2条の沈線を弧状に施文し、赤色顔料を塗布した壷形土器。

6類 茄子型の器形で無文の壷形土器。

第 7類無頚の壷形土器。

第8類 羽状縄文を施文した壷形土器。

縄文時代後期の注口土器を一括するが、器形と文様構成により 8類に細分した。

第 1類体部に 2段の綾繰り様の帯状文を施文し

2類 体部に巴形様の帯状文と貼癌を施文し

第 3類 体部に入組様の帯状文を施文した土器。 姑痛の付加の有無により細分した。

3類 A 貼痛のある

3類-B g占癌のなし

4類 体部に刷毛日文と貼痛を施文した土器。

5類 2条の沈線(肩部下方@体部下半)で体部を文様区画した土器。

第6類 肩部に沈線文と刺突文および貼痛を施文した土器。

7類 肩部と注口部に沈線文と鮎痛を施文し

第8類肩部に貼痛を施文し

縄文時代後期の香炉形土器である。
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第 3節這構外出土造物

E群土器 縄文時代後期の異形台付土器で文様構成により 2細分した。

第 1類入組様の帯状文と貼痛を施文し

2類 刻み自を充填した平行沈線文を施文した土器。

第X麗群土器 縄文時代後期の台付浅鉢形二|二器を一括するが、器形で 2類lこ細分した。

1類 平縁の口縁の 3力所に、貫通孔をもっ突起を付けた土器。

第 2類平縁の口縁で無文の土器。

W群土器 縄文時代後期の台付加形土器である。

• J語位

E 

んらf

95 

第64図遺構外出土造物実測@拓影図

第41表 出土造物観察表

器種@部位

深鉢底部
亜 深鉢底部

注口土器注口部
II • LT48 立

m • LS48 立 注口土器

浅鉢

II • LS49 II l浅鉢
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第 4主主 調査の記録

は石鎌、石錐、石槍、石匙、箆状石器、掻器、削器、トランシェ様石器、打製

石斧、磨製石斧、半円状扇平打製石器、くぼみ石、石錘、擦五、石臼状石製品、円盤状石製品

が出土した。このうち出土量が多い石銀、石錐、石槍、石匙、箆状石器、掻器、削器、 トラン

シェ様わ器、磨製石斧、くぼみ石、石錘、擦石を形態的に分類した。

石鎌形態から 1類・ 2類 3 4類:円基式の 4

した。

石錐形態と調整技法から 1 る剥片の 2辺に二次調整を加えて錐部を作出し

たもの、 2類:一端が細くなる剥片に両側縁の両面から二次調整を加えたものの 2類に分

しfこO

1類:尖頭部が鋭角で、 i揺が狭く断面形が凸レンズ状を呈するもの、 2類:尖頭部@

部とも鈍角でi福が狭く断固形が凸レンズ状を呈するものの 2類に分類した。

つまみの中軸線と器中軸線あるいは刃部(側縁)の交わる角度によって、 1類:縦型、 2

類:横型、 3類:斜裂の 3類に分類した。

箆状石器 第一次剥離でできた剥片の縁辺あるいは自然面に細かい剥離調整して刃部を作出し

たもので、平面形と刃部の形態から、 1類:撮形を笠し、直刃@片刃、 2類:接形を呈し、

刃@両刃、 3類:援形を呈し、丸刃@片刃、 4類:接形を呈し、丸刃@両刃、 5類:短冊形

を皇し、陸刃@片刃、 6類:短冊形を呈し、丸刃@片刃の 6穎に分類した。

掻器 分厚い剥片に片面謂整による急角度の刃部を作出したもので、 1類:全周に力目撃し円形

に刃部を作出したもの、 2類:剥片の一端に刃部を作出したものの 2類に分類した。

削器 剥片の縁辺に連続的な二次調整によって刃部を作出したもので、 l類:細長くてや

い斜片の両側縁に急角度の刃部を作出したもの、 2類:弧状の会Ij片の側縁に調整を加えた

もので、調整が一側縁(2類 A) と両側縁(2類-B) に加えたものがある。

トランシェ様石器 第一次剥離でできた剥片の鋭い縁辺あるいは自然、面を刃部とし

く

面形から l類、:側縁が直線になるもの、 2類:側縁がくびれるもの、 3類:側縁がふくら

みをもつものの 3類に分類した。

製作方法と刃部形状から分類した。 1類:擦切技法により切断@製作したもので、

円刃@両凸刃(1類 B)、刃部欠損(1類一 C)に3細分できる。

2類- して製作したもので、 i弓刃@弱凸強凸片刃であるO 使用による刃潰れ

られるものもある。

よるくぼみが、 1類:片面にのみ、 2 るものの 2 し

fこO
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第 3節遺構外出土造物
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103 

107 

第65図

第42表

挿ほi番号 グリッド名@層位 器積
計測値 (mm g) 

石質 分類 備考 l

長さ 最大幅 最大厚 重さ

65-99 LR47 トフンシょに

f白E石石u器器器

41 30 
I10 1 

16 頁岩 l類
65-100 MB53 II トランシェ

360 1 
31 24 頁岩 2類

65-101 MB52(8D1) トランシェ 41 11 54 頁岩 3類

盟1) 
トランシェ様石器 61 41 11 44 頁岩 3類

トランシェ様お器 60 50 11 43 頁岩 3類
65-104 MA 直 トフンシェ様石器 50 3] 10 20 頁宕 2類
65-105 L850 直 トフンシェ様石器 71 41 11 59 頁岩 1類
65-106 MB54 IV 卜フンシェ様石器 (41) 41 11 (32) 頁岩 l類
65-107 MA49 IV トフンシェ様石器 61 41 11 31 頁岩 2類
65-108 L850 I トランシェ様石器 50 20 65 頁岩 1類

扇平なl燥に両面から打ち欠きののち散打を行って扶り させたもので、平面形と
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第4章調査の記録

挿歯番号 グ 1)ッド名@層位

66-109 MB52 IV 
66-110 MB53 直

66-111 MA51 m 
66-112 LP47 亜

66-113 LT48 直

66-114 MA52 II 

109 

J 13 

第66図遺構外出土造物実測図

第43表出土造物観察表

器種
計測{臨 (mm.g) 

長さ 最大幅 最大惇

トフンシェ様石器 71 51 11 
トランシェ様石器 70 61 20 
トフンシェ様石器 70 50 20 
トランシェ様石器 81 5] 20 
トランシェ操石器 110 71 30 
トフンシェ様石器 60 5] 11 

重さ
石質 分類 備考

54 頁岩 2類

10 頁岩 4類

48 頁岩 2類
W吋

85 頁岩 2類

16 頁岩 5類

41 頁岩 3類

り ら、 1類:長楕円形で長lli[Hの両端に挟りをもつもの、 2類長楕円形で短軸の

両端に扶りをもつもの、 3類:円形で両端に挟りをもつものの 3類に分類した。

擦面の範囲から、 1類:機材の表面全部、 2類:機材のー側縁の 2類に分類した。
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〈二二コ 12，) 

J布図番号 グリッド名@層{立

67-115 MA53 1 
67 ~'116 LS48 E 

67 -117也必om 
67-118 MA53 立

67 -119 MB52 麗

67 -120 MA52 II 
67 -121 MB53 II 
67 -122 IMB52 II 
67-123 MC53 m 
67 -124 IMB51 II 
67-125 I MA52 II 
67-126 LS49 立

〈ごご三〉
125 

第67図遺構外出土造物実測岡

第44表出土遺物観察表

計測{直 (m殴. g) 

くこ~ 126 

器種
長さ 最大幅最大厚重さ

右質 分類 備考

石鎌 21 11 4 l 頁岩 2類

石錨 40 11 8 4 頁岩 3類

石鍛 40 10 7 3 貰岩 1類

石鍛 20 11 3 1 頁岩 1類

石鍛 30 10 4 頁岩 1類

石鎌 40 11 4 1 真岩 1類

石鎌 41 21 10 6 頁岩 4類

石槍 51 20 8 13 頁岩 1類

石槍 91 20 10 27 頁岩 2類

|石錐 60 40 10 19 頁岩 l類 石監のmlJ用
!石錐 70 31 10 14 頁岩 2実質

石匙 71 I 21 I 11 17 頁岩 l類
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第 4章調査の記録

挿図番号 グリソド名層位 器撞
計測値 (mm g) 

石霊 分類 儲考
長さ 最大幅 最大厚 重さ

68-127 LT50 II 
石石匙匙 770 1 

20 10 12 頁岩
1l 類類68-128 

LT笠 1
20 10 9 頁岩

68-129 石匙 71 21 10 14 頁岩 l類
68-130 LT51 立 石匙 91 20 10 25 頁岩 1類
68-131 LT50 立 石匙 90 31 10 33 頁岩 l類
68-132 MA53 立 石匙 51 30 8 9 頁岩 1類
68-133 LR48 II 石匙 51 50 10 26 頁岩 2類
68-134 LS48 立 石匙 50 40 9 12 頁岩 2類
68-135 LS48 立 石匙 50 31 10 15 頁岩 2類

一副

68-136 LR49 II 石匙 40 頁岩 3類
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第46表

第69間違構外出土遺物実測図

ζ三〉

第 3節遺構外出土遺物

1:39 

HI 

1.1:3 

挿図番号 グリッド名 e 層位 器種
計測値 (mm.g) 

石質 分類 備考
長さ 最大幅 最大厚 重さ

ト
LS49 II 箆状石器 60 21 10 63 頁岩 5類

138 MB52 IV 箆状石器 61 31 10 25 頁岩 2類

69-139 MA50 班 箆状五器 61 31 11 35 頁岩 4類

69-140 LS48 E 席状h 器 80 41 11 56 頁岩 3類

69-141 MA51 rr }懇~A寸1 去三 71 41 20 60 頁岩 4類

69-142 MA50 盟 箆状石器 100 60 21 126 頁岩 2類

69-143 五!lB52 m 箆状石器 110 60 30 159 頁岩 2類
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第 4章調査の記録
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第70図遺構外出土遺物実測図

第47表出土遺物観察表

挿図番号 グリッド名。層位 器種
計測{痘 (mm.g) 

石質 分類 備考
長さ 最大幅i最大摩 重さ

70-144 LQ48 I 掻器
1080 1 30 11 37 頁岩 l類

70-145 MA50 盟 削器 40 10 16 夏岩 2-A類
70-146 MB53 II 削器 140 31 20 85 頁岩 2-B類
70-147 MA50 盟 掻器 70 3] 11 47 夏岩 l類
70-148 LS48 E 削器 71 30 10 2] 頁岩 2-B類
70-149 LP47 盟 磨製:ti斧 51 21 11 100 緑色誕灰岩 l-B類
70-150 MB50 m 磨製石斧 41 20 10 54 緑色離灰岩 2類
70-151 MB51 II 磨製石斧 70 21 10 136 緑色躍灰岩 l-B類
70-152 MA53 耳 磨製右諒 (50) 30 20 (128) |緑色経灰岩 l-C類
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第71図遺構外出土遺物実測図

第48表出土遺物観察表

挿図番号 グリッド名@層位 器積
計測値 (m羽. g) 

石質|分類|備考
長さ 最大幅最大厚 重さ

71-153 LS48 E 石錐 50 41 10 119 安山岩 3顛

71-154 MA羽田 石錐 41 41 10 128 安山岩 3類
71-155 MB50 盟 石錐 50 40 1 ] 112 安山岩 1類
71 156 I MA50 II :ti錐 51 115 安山岩 1類
71-157 LT51 E 石錐 41 

1110 0 1 
151 安山岩 1類

71-158 MA将軍 石錐 50 126 
I安安山山岩岩 l1 類類

71 159 MA53 II 石錐 51 119 
71-160 LT51 II 石錐 51 31 10 114 安山岩 2類
71-161 LT49 I くぼみ石 100 40 11 329 安山岩 2類
71 162 LT48(SD6) 

くく ぼぼみみ石石
91 31 21 364 安山岩 2類

71-163 LT49 立 70 51 21 401 安山岩 2類
71 164 MA49 立 くぼみ石 (50) (50) (11) (194) 安山岩 l実質
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第 4輩調査の記録

に二コ 165 く¥コ 166 

ζ二二二二二) 160 

168 

167 

くごこ三〉 170 
くごとb i71 乙コ

172 

ぷ二二:> 173 

第72間違構外出土造物実測図

第49表

挿図番号 グリッド名 e 層位 器種
計測値 (mm g) 

石質 分類 備考
長さ 最大幅 最大厚 重さ

72-165 LR48 m 接石 71 61 21 523 安山岩 l類
72-166 LT52 日 擦石 70 70 20 480 安山岩 1類
72-167 表面採集 半円状偏平打製石器 120 80 20 972 安山岩
72-168 LT48 立 鉢 先石野品 61 40 207 凝灰岩
72-169 MA50 II 医者主状石製品 31 21 5 16 凝灰岩
72-170 MB53 m 

若まi! 
60 20 6 頁岩

72 -171 MA49 II 60 20 9 頁岩
72-172 LT48 盟 剥片 60 20 頁岩

剥片 70 31 頁岩
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5章まとめ

の寒沢遺跡の発掘調査では、農道建設予定地内の800rrlという限られた範囲にもかかわ

らず、縄文時代早期@中期@後期の遺構@遺物を多く検出@出土した。個別の遺構@遺物について

は前章で述べているが、ここでは発掘調査の成果と今後の課題を抽出してみたい。

縄文時代早期の尖底土器群について

縄文時代早期の尖底土器群については、層位的にあるいは原位置で確認できたものが少ない

ことに加え、貝殻腹縁文系、貝殻条痕文系、縄文系、無文系の各土器が同一レベル@

伴出土したことから編年的な作業の良好な資料とは言い難い。土器の器形は全容の判るものが

わずか l点であり、破片資料から判新せざるを得ない状況であるが、体部の形状には砲弾形と

キャリパー形の 2種類が、底部の形状には砲弾形と乳房@乳頭形の 2種類がある。口縁部形状

は平縁、波状(大叶¥)が見られるが、器形との関係については不明である。口縁部形状につい

ては、施文文様との関係が認められるO 例えば縦位羽状貝殻腹縁圧痕文の施文されたものや沈

線文@刺突文の付加された文様のものには口縁部形状が波状を呈し、横位羽状貝殻緩縁圧痕文

など横方向に展開する文様のものは平縁が多~¥。また、口唇部への施文も指頭圧痕文、刻み目

(刺突文)、貝殻腹縁圧痕文、呉殻腹縁押し引き文などが観察される。これらの相関関係につ

いては今後検討を加える必要がある。

貝殻腹縁文系の土器を一括した第立群土器のうち、第 1類~第13類は吹切沢式系統の土器、

第14類~第18類が物見合式系統の土器の範轄と捉えることができょう。さら

と分類した土器は、物見台式系統の千歳式土器b類に比定できる。また、

E群土器第16

H群土器第18類

と し は、プロポーション(器形)が吹切沢式系、文様構成が物見台式系という 2系統

の要素が認められる土器である。

した短い沈線を矢羽根状に数段施文し は、横位羽状貝殻腹縁

1沈線で描出したと考えると、常!笠式の範|轄で捉え得る土器であろう。

されるのは、第61図64の片口付の貝殻文土器片の出土である。従来、

片口付土器の初見は関東地方縄文時代前期の関山式土器とされてきたが、本遺跡の出土例はそ

れよりも に製作されたことを示しているO 本遺跡の片口付の貝殻文土器は、地文の員

1が見られるものの平行沈線文によるモチーフが近似する

三沢市根井沼C1 )遺跡出土例に類例を求め得ると考えるO

ど

いても、施文原体@文様構成とともにさらに分析し、思辺の鳶ケ長根 遺跡@本道端遺跡@横沢

山館上ノ山遺跡などと比較検討することにより米代川上流域
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第 5章まとめ

の早期土器の様相が明らかになろう。

縄文時代後期の竪穴住居跡と土器について

縄文時代後期の竪穴住居跡は 7軒検出したが、全容の把握できたものは 3軒のみであり、竪

穴住居跡の配置についても狭い調査範囲の中では規則性を見いだすことはできなし」竪穴住居

跡の規模は S101が他の竪穴住居跡(S1 02'"'"'05.07.08)よりも大きいが、共伴した土器の文様

構成などに若干の差異が認められることから、この 7軒の竪穴住居跡が問時期に営まれたとす

ることはできない。

全容の把握できた竪穴住居跡では上部構造を支える主柱穴の配置に規則性が見られなかった

が、壁際の床面に小さな柱穴が巡っており、土壁の崩落を防ぐ「しがらみJのための棒杭を打ち

込んだ痕である所講「壁柱穴」と判断した。また、個々の竪穴住居跡でも説明しているが、地

山の「床面」の上に黒褐色土の極く薄い竪く締まった層とやや締まりのない層が瓦層になって堆

しているのを観察でき、この黒褐色土の堆積層中と下位には造物の出土が皆無であり、地山

の「床面」を竪穴住居廃棄時の最終床面とすると、全遺物が床面から浮上した状態になり廃棄後

に投@廃棄された造物であり竪穴住居跡の埋没開始後に黒褐色土がほぼ水平に宜層堆積するま

で遺物の投@廃棄が絶無であったことになり不自然、である。このことから互層となった黒褐色

土は、地山の「床面」の上に敷かれた有機質の敷物に由来する腐植土であり、黒褐色土の上面を

竪穴住居廃棄時の最終床面と判断した。今後の発掘調査時にはほ占床」の有無とともに有機質の

敷物に由来する腐植土の有無等についてもさらに細かい観察と記録が必要であるO

後期の竪穴住居跡群と配石遺構@磯群との関係は、 S1 05. S 108竪穴住居跡の埋土上位に!擦

が分布していることから少なくとも配石遺構@磯群がこの 2軒の竪穴住居跡よりも新しいこと

は明白であるO この配石遺構@磯群の性格@用途等については不明である。

後期の土器群の中では後期後葉のト腰内町"V式という所謂「癌付土器jと呼ばれる一群の

器が多く出土した。入組様帯状文の施文された注口土器、深鉢形土器、壷形土器、異形台付土

器に貼腐されたものが多し1。貼腐のある深鉢形土器は、共伴する粗製の深鉢形土器に比べ小型

のものが多いことから、同一器種の中でも器形の大小、あるいは使用目的により施文文様が異

なるのかさらに検討Lなければならない。各竪穴住居跡から出土した土器の器種構成から、深

鉢形土器、資形土器、注口土器が寒沢遺跡の基本 3点々ットでこれに他の器種(鉢形土器、香

炉形土器、台付土器、異形台付土器など)が付加されているように観察される。この茶本 3

セットに付加される土器の種類、あるいは付加の有無のもつ意味を検討しなければならない。

米代川上流域における後期後葉の十腰内rvov式という所謂「痛付土器Jの様相については、

今後さらに寒沢遺跡出土の後期土器群と、中山遺跡。萩i峠遺跡e小坂町中小奴遺跡の土器群など

を比較検討することにより把握できると考えるO
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また、このほかに灰白色や淡黄色を呈する頁岩の石刃様剥片や石核も多く出土しているが、

縄文時代の剥片石器を製作している頁岩とは色調が異なっており、明確にi白石器時代の造物と

は認定できなかったが今後注意する必要があろう。

広い舌状台地とその斜面に立地する「寒沢遺跡」の推定面積のわずか0.8%しか調査していな

いので「寒沢遺跡jの全体像にせまることは不可能であるものの、寒沢E遺跡調査区分の成果と

合わせて推察すると、縄文時代早期から後期に至るまで居住域=ムラが台地上を移動しながら

まれ、不用となった生活用具と食物残津は特定の斜面に捨てられたと考えられるO

寒沢遺跡の発掘調査では、遺跡の営まれた時代の自然環境@植生の資料を得ることを目的に、

後世の撹乱や混入の恐れがない縄文時代早期の土器 1点(第10図1)、縄文時代後期の 3軒の竪

穴住居跡(S1 01 o S 1 03 o S 1 07)内の土器4点(第21図2D第24図25.第31図 1・第41図 2)の中

から植物珪酸体分析用の土壌試料を採取し、分析を行った。

その結果、早期と後期の試料で植物珪酸体組成に差異が認められた。早期では、クマザサ属

機動細胞が多いものの、ヨシ属短細胞も多く検出される特徴があることから、縄文時代早期は、

クマザサ篇などのササ類が生育していたが、湿地や湾JlI沿いにヨシ属が生育していたと考える

ことができる。一方、後期ではネザサ節@クマザサ窟を含むタケ亜科が多産し、キピ族@ヨシ)高@

ススキ属@イチゴツナギ亜科などを伴うことから、検出されたイネ科植物が周辺に生育してい

たことに由来する可能性がある。これは、隣接する冷水山根遺跡(中期末葉)、寒沢E遺跡

(後期)でもクマザサ属@ネザサ節を含むタケ亜科が卓越する傾向がみられることから、縄文時

代中期~後期には本遺跡を含めた広い範囲でササ類が生育し、黒ボク土の形成過程にササ類が

関係していた可能性が高い。

縄文時代早期と後期ではイネ科植物に差異が認められたが、これが米代J11とその支流の河川

の氾濫や遺跡周辺の土壌の堆積過程によるものか、人為的なものなのか現段階では判断できな

い。 遺跡の北側に米代川の支流である中山沢(J11)が流れており中山沢の支谷@支流もあり

区域内にも埋没した谷状地形があることから、これらにヨシ属の生育していたことは充分考え

られることである。今後の発掘調査においては、集落=ムラの生活領域の環境をより具体的に

復原するためにも植生分析等の資料を多く採取@分析する必要がある。
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あとがき

寒沢遺跡の発掘調査と整理作業を短期間で終了し、報告書を上梓することができたのは発掘

調査に参加して作業を手伝ってくれた地元の皆さんと、整理作業を手伝ってくれた秋田県埋蔵

文化財センター整理作業員の皆さんのおかげです。

当初は縄文時代後期の集落跡の一部(竪穴住居跡 2，.....， 3軒と土坑 2"-'3 が検出できれ

ば上々と考えていたのですが、予想をはるかに超える成果を挙げることができました。制約が

あったとはいえ、範閤確認調査では一片の破片すら見つけることができなかった縄文時代早期

の員殻文尖底土器がたくさん出土し、改めて「土の中にはなにがあるか分からないJことを実

感しました。鳶ケ長根IV遺跡の発描調査から15年目にして再び大館市内で早期の貝殻文尖底土

器が大量に発掘されたことになります。

隣接する果樹園の所有者からは「必要なら果樹園の中を掘ってもいいよ」と声をかけられ、

また現地説明会のときには地元中山の皆さんから「ここに8，000年前から人が住んでいたなん

て考えたこともなかった。町内会館に発掘の写真だけでも飾ってみんなに見せたい。」との声が

あがりました。この声に応えることは文化財保護思想の普及になると思います。

曲田地区農免農道関係の発掘調査はこの寒沢遺跡を最後に終了した訳ですが、発掘調査の成

果をどのように活用するのかが今後の課題であると思います。

発掘調査に参加して作業を手伝ってくれた地元の皆さん

浅利一司泉源太小玉健二郎斎藤由松佐藤芳禰鈴木幸一高橋賢治谷内幸雄

長岐由松畠山竹治三沢昭一吉野直治安藤キク 安藤ハル木村睦子相馬ウメ

山内幸子

整理作業を手伝ってくれた秋田県埋蔵文化財センターの整理作業員の皆さん

小松郁子町田京子清水川千春小松睦子木元俊子富樫厚子鈴木幸鈴木孝子

まき子佐藤せい子森元京子佐藤睦子粟津ひろみ

畑本小百合池田キミ
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理蔵文化財発掘調査報告書VI

一寒沢遺跡一
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